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あなたの恋活
応援します！♥特 集

～素敵な出逢い応援プロジェクト～

　
人
生
で
最
大
の
転
機
と
も
い
え
る
「
結
婚
」。「
結
婚
は
し
た
い
け

れ
ど
、
な
か
な
か
相
手
が
見
つ
か
ら
な
い
」
と
悩
ん
で
い
る
人
も
多

い
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　
今
回
の
特
集
で
は
、
結
婚
に
関
す
る
現
状
を
見
つ
め
直
し
、
市
が

行
っ
て
い
る
婚
姻
率
上
昇
に
向
け
た
取
り
組
み
を
紹
介
し
ま
す
。

　
結
婚
に
至
る
過
程
は
人
そ
れ
ぞ
れ
で
す
が
、

①
相
手
探
し
、
②
お
付
き
合
い
、
③
結
婚
の

パ
タ
ー
ン
が
一
般
的
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
国
立
社
会
保
障
・
人
口
問
題
研
究
所
の
調
査

に
よ
る
と
、
お
付
き
合
い
か
ら
結
婚
ま
で
に
か

か
る
平
均
期
間
は
約
4
・
3
年
と
さ
れ
て
い

ま
す
。
例
え
ば
30
歳
で
結
婚
す
る
と
な
る
と
、

26
歳
の
時
に
は
お
付
き
合
い
の
相
手
が
い
て
、

そ
れ
以
前
に
は
相
手
を
探
し
て
お
か
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
と
い
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。

結
婚
へ
の
ラ
イ
フ
デ
ザ
イ
ン

どうなってるの？

阿賀野市の結婚事情
　最近、「未婚化、晩婚化」という言葉を耳にす

ることが多くあります。確かに昔に比べると、未

婚率や平均初婚年齢は上昇していて、そのことが

少子化に拍車を掛けています。

　ここでは、未婚者の結婚に対する意思や結婚し

ない理由を見ていくとともに、結婚に向けたライ

フデザインについて考えます。

　
市
内
に
お
け
る
未
婚
率
は
年
々
上
昇
し
て

い
ま
す
。
こ
れ
は
男
女
と
も
に
、
そ
し
て
25

〜
29
歳
・
30
〜
34
歳
・
35
〜
39
歳
の
い
ず
れ

の
年
代
に
も
当
て
は
ま
り
ま
す
。
こ
の
影
響
も

あ
り
、
女
性
が
生
涯
に
産
む
子
ど
も
の
数
を

示
す
合
計
特
殊
出
生
率
は
、
平
成
27
年
に
1
・

27
と
な
り
、
県
内
で
下
か
ら
5
番
目
と
な
り

ま
し
た
。

　
県
が
平
成
25
年
に
行
っ
た
調
査
に
よ
る
と
、

未
婚
の
男
女
の
約
7
割
が
「
結
婚
し
た
い
」
と

回
答
し
、
未
婚
理
由
の
第
1
位
は
「
適
当
な

相
手
が
見
つ
か
ら
な
い
」
と
な
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
こ
と
か
ら
、
結
婚
に
対
す
る
意
思
は
あ
る

も
の
の
、
出
会
い
が
な
い
と
い
う
理
由
で
結

婚
に
至
ら
な
い
と
い
う
こ
と
が
分
か
り
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
な
状
況
を
踏
ま
え
、
市
で
は
平

成
28
年
度
か
ら
、
今
後
子
育
て
世
代
と
な
る

未
婚
者
に
出
会
い
の
場
を
提
供
す
る
た
め
「
素

敵
な
出
逢
い
応
援
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
を
実
施

し
て
い
ま
す
。
こ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
は
、

自
分
の
性
格
を
科
学
的
に
診
断
す
る
恋
愛
診

断
を
取
り
入
れ
た
こ
と
が
特
徴
で
す
（
4
ペ
ー

ジ
参
照
）。

上
昇
傾
向
の
未
婚
率

　
結
婚

　
相
手
探
し

　
お
付
き
合
い

いつまでに結婚したいか決めている人は、そこから逆算して、今

何をしなければならないのかを考える必要があります。

約4.3年

●市内における未婚率の推移●

＜男性＞

＜女性＞

平成 7年

■ 25 ～ 29 歳
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平成 7年
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27 年17 年 22 年12 年

■ 30 ～ 34 歳 ■ 35 ～ 39 歳

■ 25 ～ 29 歳 ■ 30 ～ 34 歳 ■ 35 ～ 39 歳

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
始
動
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昨
年
度
、
市
で
行
っ
た
イ
ベ
ン
ト

の
参
加
者
は
延
べ
１
０
５
人
で
、
平

均
年
齢
は
男
性
約
32
歳
、
女
性
約
31

歳
で
し
た
。

　
市
が
行
う
イ
ベ
ン
ト
で
は
、
参
加

す
る
前
に
恋
愛
診
断
を
行
う
こ
と
に

し
ま
し
た
。
20
個
の
簡
単
な
質
問
に

答
え
る
こ
と
に
よ
り
、
自
分
の
性
格

が
分
か
り
、
ど
の
よ
う
な
性
格
の
相

手
が
自
分
に
合
う
の
か
も
知
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。

　
恋
愛
診
断
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（「
ご

ず
っ
ち
ょ
恋
愛
診
断
」
で
検
索
）
で

行
う
こ
と
が
で
き
ま
す
。

特集　あなたの恋活応援します！

出会いは見つかる？

恋活イベントの舞台裏
　市では昨年度、計 8 回に及ぶ恋活イベントを

開催しました。「イベントではどんなことをやる

の？」と興味を持っている人も少なくないと思い

ます。最近では民間企業のみならず、市や県な

どの自治体でもイベントを行うことが増えていま

す。

　出会いを求めている人は積極的にイベントに参

加して、きっかけをつかむことが重要です。

恋愛診断

相性の合う人を教えてもらうことができます。

アドバイス

恋愛診断をしてからイベントに参加します。

カップリングした人と連絡先を交換します。

お互いの性格や趣味の話で盛り上がります。

フリートーク

連絡先交換

カップリング率は

　
昨
年
度
、
市
が
行
っ
た
イ
ベ
ン
ト
で
は
、
第

3
希
望
ま
で
の
相
手
を
用
紙
に
記
入
し
て
、
そ

れ
が
一
致
す
れ
ば
連
絡
先
を
交
換
す
る
（
カ
ッ

プ
リ
ン
グ
）
と
い
う
方
法
を
採
用
し
ま
し
た
。

カ
ッ
プ
リ
ン
グ
率
は
約
62
％
で
約
3
人
に
2

人
が
連
絡
先
を
交
換
し
合
い
、
次
の
ス
テ
ッ
プ

へ
進
ん
だ
こ
と
に
な
り
ま
す
。
平
成
26
年
度

に
も
市
で
同
様
の
イ
ベ
ン
ト
を
行
い
ま
し
た

が
、
そ
の
際
の
カ
ッ
プ
リ
ン
グ
率
は
約
22
％

で
、
い
か
に
今
回
の
数
値
が
高
い
の
か
が
分

か
り
ま
す
。

　
昨
年
度
、
市
が
行
っ
た
イ
ベ
ン
ト
の
カ
ッ
プ

リ
ン
グ
率
が
高
か
っ
た
の
は
、
恋
愛
診
断
を
取

り
入
れ
た
こ
と
に
よ
る
も
の
と
思
わ
れ
ま
す
。

あ
ら
か
じ
め
自
分
自
身
の
性
格
や
内
面
、
そ

れ
に
合
う
相
手
の
性
格
を
よ
く
知
る
こ
と
が
、

イ
ベ
ン
ト
に
お
け
る
高
い
カ
ッ
プ
リ
ン
グ
率

に
つ
な
が
り
ま
し
た
。

　
今
年
度
も
恋
愛
診
断
を
用
い
た
イ
ベ
ン
ト

を
開
催
し
ま
す
（
6
ペ
ー
ジ
参
照
）。

イベントの内容

参
加
者
は
？

62％

約
3
人
に
2
人
が
カ
ッ
プ
リ
ン
グ

恋
愛
診
断
で

自
分
の
性
格
を
チ
ェ
ッ
ク

参加者の感想

恋愛診断を行うこと

で、今まで気付かな

かった自分自身の性

格や、相性のいい相

手を知ることができ

て良かったです。

相性が分かる
恋愛診断

市が行っている
安心感

参考になる
アドバイス

性格の話をきっかけ

にいろいろな話をす

ることができまし

た。恋愛診断だけで

もやってみる価値は

あります。

恋愛に関するアドバ

イスを直接聞くこと

ができたのが良かっ

たです。参考になり

ました。

恋愛に関する的確な

アドバイスをしてく

れる人が自分の周り

にいないので「なる

ほど」と思うことが

たくさんありまし

た。

市が行っているイベ

ントということで、

安心感があり、参加

費も手頃なため参加

しました。楽しむこ

とができました。

普段の生活では出会

いの場があまりない

ので、機会があれば

また参加し、次のス

テップにつなげたい

です。

20代・女性

30代・女性

30代・男性

20代・男性

30代・女性

30代・男性
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イベントのメリット

　
県
で
も
結
婚
を
希
望
す
る
人
の
婚
活
を
応

援
す
る
た
め
、
さ
ま
ざ
ま
な
出
会
い
の
場
の

創
出
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
今
年
度
も
県

内
各
地
で
イ
ベ
ン
ト
を
開
催
し
ま
す
。

※ 

詳
し
く
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（「
新
潟
県

あ
な

た
の
婚
活
応
援
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
で
検
索
）

を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　
市
で
は
、
7
月
と
11
月
に
恋
活
イ
ベ
ン
ト

を
開
催
す
る
予
定
で
す
。
昨
年
度
は
女
性
の
参

加
者
が
少
な
く
、
こ
の
点
を
改
善
す
る
た
め
、

無
料
通
話
ア
プ
リ
「
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
」
の
機
能
を

利
用
し
て
ア
ン
ケ
ー
ト
を
行
い
ま
し
た
（
11

月
に
開
催
予
定
の
イ
ベ
ン
ト
の
ア
ン
ケ
ー
ト

は
9
月
ご
ろ
に
行
う
予
定
）。
こ
の
ア
ン
ケ
ー

ト
結
果
を
基
に
、
参
加
者
の
ニ
ー
ズ
に
沿
っ

た
内
容
の
イ
ベ
ン
ト
に
し
ま
す
。

　
市
内
在
住
の
人
だ
け
で
な
く
、
市
外
の
人

も
参
加
で
き
ま
す
。
友
人
を
誘
っ
て
参
加
し

て
み
て
く
だ
さ
い
。

※ 

詳
し
い
内
容
が
決
ま
り
ま
し
た
ら
、
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
（「
阿
賀
野
市 

素
敵
な
出
逢
い
応

援
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
で
検
索
）
や
広
報
あ

が
の
等
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

特集　あなたの恋活応援します！

■
問
い
合
わ
せ

　
市
長
政
策
課 

政
策
推
進
係

　
☎
62
‐
２
５
１
０
（
内
線
２
２
２
１
）

　「
結
婚
し
た
い
け
れ
ど
、
な
か
な
か
相
手
が

見
つ
か
ら
な
い
」。
こ
の
悩
み
に
応
え
る
よ
う

に
、
最
近
は
さ
ま
ざ
ま
な
所
で
婚
活
に
関
す

る
イ
ベ
ン
ト
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
一

方
で
「
イ
ベ
ン
ト
に
出
る
の
は
少
し
恥
ず
か

し
い
」「
出
て
も
相
手
が
見
つ
か
ら
な
い
の
で

は
」
と
思
っ
て
い
る
人
も
少
な
か
ら
ず
い
る

と
思
い
ま
す
。

　
し
か
し
、
何
も
し
な
い
で
い
て
は
、
い
つ

ま
で
も
今
の
ま
ま
変
わ
り
ま
せ
ん
。
積
極
的

第
一
歩
を
踏
み
出
そ
う

恋の花を咲かそう♡

市・県主催のイベント
　市や県では、今年度も出会いのきっかけとなる

イベントを開催します。また 1対 1の出会いを希

望する人向けのお見合い制度もあります。

　出会いがないと悩んでいる人は、イベントに参

加したり、お見合い制度を活用したりするなど、

積極的に行動してみましょう。自分に合った人が

きっと見つかるはずです。

に
行
動
を
起
こ
す
こ
と
で
、
い
ろ
い
ろ
な
チ
ャ

ン
ス
が
巡
っ
て
く
る
可
能
性
も
高
ま
り
、
き
っ

か
け
が
見
つ
か
る
は
ず
で
す
。

　
若
者
の
結
婚
に
対
す
る
価
値
観
は
多
様
化

し
て
い
ま
す
。
ま
ず
は
自
ら
の
ラ
イ
フ
デ
ザ

イ
ン
を
考
え
、
結
婚
に
向
け
て
第
一
歩
を
踏

み
出
す
と
こ
ろ
か
ら
始
め
て
み
ま
し
ょ
う
。

7
月
と

11
月
に

恋
活
イ
ベ
ン
ト
を
開
催

県
の

イ
ベ
ン
ト

　　　　　 １対１の恋活
　市には、お見合いから結婚へ結び付けることが

できるように「1対 1の恋活」というお見合い制

度もあります。お見合いに当たっては、ボランティ

アで交際へのフォローをしてくれる「縁結びサ

ポーター」のサポートを受けることができます。

※ 県にも同様の制度があります（有料）。詳しく

はホームページ（「新潟県 ハートマッチにいが

た」で検索）をご覧ください。

お見合い制度のメリット

交際までの流れ

① 無料で登録できる
② プロフィールを基に相
手を探すことができる
③ 引き合わせまで氏名を
公表しなくてよい

　　　　　 １対１の恋活

① 気軽に参加できる
② 普段会わない人と
交流できる

③ アドバイスを受け
ることができる

▼県の「『あなたの婚活』応援プロジェクト」のホームページ

▲市の「素敵な出逢い応援プロジェクト」のホームページ

登録受付
中！

恋愛診断
▼

会員登録
▼

相手探し
▼

引き合わせ
▼

交際スタート

お見合いで出会いを
見つけましょう！

縁結びサポーターからの

アドバイス
桐生 知恵さん（稲荷町）

　
結
婚
に
向
け
て
、
き
っ

か
け
が
見
い
だ
せ
な
い
と

い
う
人
が
多
い
と
い
わ
れ

て
い
ま
す
が
、
自
分
の
良

さ
を
出
し
き
れ
て
い
な

か
っ
た
り
、
自
分
に
自
信

が
な
か
っ
た
り
す
る
人
が

多
く
い
る
の
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
。

　
昔
は
職
場
や
近
所
、
親

戚
な
ど
に
世
話
焼
き
の
人

が
た
く
さ
ん
い
て
、
そ
の

人
た
ち
が
恋
愛
や
結
婚
の

後
押
し
を
し
て
い
ま
し

た
。

　
確
か
に
昔
に
比
べ
る

と
、
世
話
焼
き
の
人
は

減
っ
て
い
る
か
も
し
れ
ま

せ
ん
が
、
き
っ
か
け
と
な

る
も
の
は
た
く
さ
ん
あ
り

ま
す
。ぜ
ひ
、自
分
に
合
っ

た
方
法
で
行
動
し
て
み
て

く
だ
さ
い
。

　
何
を
す
れ
ば
い
い
か

迷
っ
て
い
る
人
は
、
ま
ず

イ
ベ
ン
ト
に
参
加
し
て
み

て
は
い
か
が
で
し
ょ
う

か
。自
分
の
行
動
次
第
で
、

素
敵
な
出
会
い
を
見
つ
け

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
自
分
の
良
さ
や
強
み
を

理
解
し
、
自
信
を
持
っ
て

結
婚
に
向
け
た
行
動
を
し

て
ほ
し
い
で
す
ね
。
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■トピックス

米
山
隆
一
新
潟
県
知
事
が

阿
賀
野
市
を
訪
れ
ま
し
た

　
米
山
隆
一
新
潟
県
知
事
が
5
月
18

日
、
市
内
の
視
察
と
中
学
生
へ
の
講

演
の
た
め
市
を
訪
れ
ま
し
た
。

　
視
察
を
行
っ
た
の
は
、
株
式
会
社

神
田
酪
農
、
有
限
会
社
安
田
興
和
農

事
、有
限
会
社
ヤ
ス
ダ
ヨ
ー
グ
ル
ト
、

う
ら
ら
の
森
農
園
の
Ｉ
Ｃ
Ｔ
大
型
園

芸
ハ
ウ
ス
、
あ
が
の
市
民
病
院
。
そ
れ

ぞ
れ
の
場
所
で
、
担
当
者
か
ら
説
明

を
受
け
、
現
状
を
把
握
さ
れ
ま
し
た
。

　
視
察
の
後
は
、
市
内
の
中
学
生
へ

の
講
演
会
を
開
催
。
中
学
生
に
限
定

し
た
講
演
は
知
事
に
と
っ
て
初
め
て

の
こ
と
だ
っ
た
そ
う
で
す
。「
未
来

へ
の
夢
」
と
題
し
、
自
身
の
こ
れ
ま

で
の
経
験
や
夢
を
実
現
す
る
た
め
に

大
切
な
こ
と
を
熱
く
語
り
ま
し
た
。

■
問
い
合
わ
せ

　
市
長
政
策
課
　
☎
62
‐
２
５
１
０

  

（
内
線
２
２
１
０
）

うららの森農園の ICT 大型園芸ハウス

㈲ヤスダヨーグルト ㈲安田興和農事 ㈱神田酪農

あがの市民病院

中学生への講演会の後に行われた意見交換

決
意
新
た
に
二
十
歳
の
門
出

祝
成
人

　
平
成
29
年
度
阿
賀
野
市
成
人
式

が
5
月
4
日
、
水
原
総
合
体
育
館

で
開
催
さ
れ
、
３
５
２
人
が
出
席

し
ま
し
た
。

　
会
場
で
は
、
旧
友
と
の
久
々
の

再
会
に
歓
声
が
沸
き
起
こ
り
、
ど

の
新
成
人
も
晴
れ
や
か
な
表
情
を

見
せ
て
い
ま
し
た
。

　
式
典
で
は
、
新
成
人
を
代
表
し

て
、
松
澤
美
聡
さ
ん
・
山
崎
卓
也
さ

ん
が
「
こ
の
成
人
式
を
節
目
に
、
一

層
阿
賀
野
市
民
と
し
て
の
誇
り
を

持
ち
、
将
来
に
大
き
な
夢
と
希
望

を
抱
き
、
健
康
に
留
意
し
て
歩
ん

で
い
く
こ
と
を
誓
い
ま
す
」
と
力
強

く
二
十
歳
の
誓
い
を
立
て
ま
し
た
。

　
実
行
委
員
長
の
植
木
大
偉
さ
ん

は
「
社
会
人
と
し
て
模
範
と
な
る

よ
う
心
掛
け
、
立
派
な
大
人
に
な

る
よ
う
努
力
を
し
、
若
さ
あ
ふ
れ

る
活
力
を
持
っ
て
新
し
い
時
代
を

切
り
開
い
て
い
き
た
い
」
と
今
後

の
抱
負
を
述
べ
ま
し
た
。

■
問
い
合
わ
せ

　
生
涯
学
習
課 

社
会
教
育
係

　
☎
63
‐
８
０
１
９

祝電披露
村山歩さん（保田）

実行委員長
植木大偉さん（上中野目）

司会進行
左：宮島大輔さん（緑岡）
右：島津翔子さん（榎船渡）

誓いの言葉
左：山崎卓也さん（曽郷）
右：松澤美聡さん（大野地）
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安全に保管しています

大室浄水場で保管している

放射性物質を含む汚泥の管理について

　浄水処理で発生した汚泥には、東日本大震災福

島第一原子力発電所の事故の影響により放射性物

質が含まれているものがあります。

　この汚泥は「放射性物質汚染対処特措法」に基

づいて管理しなければなりません。放射能濃度が

高く国から委託を受けて管理している 200 トンの

「指定廃棄物」と、放射能濃度が比較的低く市が

特別に管理しなければならない 790 トンの「特定

産業廃棄物」を分けて管理しています。

　このうち、放射能濃度の低い特定産業廃棄物は、

全て県外で処理できるようになりました。5月に

440 トンの処理を終え、残りの 350 トンは平成 30

年度中に処理します。

保 管 施 設

指定廃棄物は、国の処理が進んでいないため保管を継続します

保管施設（保管状態）

● コンクリート製保管施設に放射

性物質を閉じ込め、安全に保管

しています。

● 保管状況は毎年環境省の検査を

受け、安全を確認しながら管理

しています。

● 毎週職員が空間線量を測定し、

正常値の範囲内であることを確

認しています。

　 （新潟県内の通常の範囲 0.016 ～

0.16 μ Sv/h）

■この記事に関する問い合わせは、上下水道局 大室浄水場へ　☎ 62-6382

1 トンの土のう袋に詰めた指定廃棄物を砂で覆い、雨水

の侵入や内部からの漏れを防止するため、保管施設の内

と外を防水シートで覆っています。

1トンの土
のう袋に詰
めて格納

防水シート

コンクリート

砂

指定廃棄物 特定産業廃棄物

■この記事に関する問い合わせは、危機管理課へ　☎ 62-2510（内線 2230）

北朝鮮から弾道ミサイルが飛来

する可能性がある場合の対応

全国瞬時警報システム（Jアラート）を通じて、市内全域の防災行政無線

から国民保護サイレンと警報が流れます。

　北朝鮮は過去に例を見ない頻度で弾道ミサイル

を発射し、日本海に落下する事案が起こっています。

　弾道ミサイルは極めて短時間で飛来することが

予想されます。

　その時に防災行政無線からどのような警報が流

れるのか、また、どのように行動すれば良いのか

をお知らせします。

弾道ミサイル発射

日本に飛来する可能性がある場合は、
防災行政無線で国民保護サイレンと以
下のような警報が流れます。

警報が鳴ったら、次のような行
動をしてください！

■屋外にいるとき
　・頑丈な建物や地下に避難する。

　・適当な建物がない場合は、物陰か地面

に伏せて頭部を守る。

■屋内にいるとき
　・自宅（木造住宅）にいる場合は、すぐに避

難できる頑丈な建物や地下に避難する。

　・適当な建物がない場合は、できるだけ窓

から離れるか、窓のない部屋へ移動する。

■車内にいるとき
　・燃料に引火する恐れがあるので、車を

止めて頑丈な建物や地下に避難する。

　・高速道路では安全な場所に車を止めて、

車内で姿勢を低くする。

このほか、日本の上空を通過した場合や領海

外の海域に落下したときには、その旨の続報

が流れます。

※防災行政無線から上記の警報が流れるほか、携帯電話にエリアメール・緊急速報メールが配信されま

す。情報収集に当たっては、テレビやラジオなども活用してください。

詳しくは、市ホームページまたは国民保

護ポータルサイト（「国民保護」で検索）

をご覧ください。

ミサイル落下。ミサイル落下。ミサイルが

○○地方に落下した可能性があります。続報

を伝達しますので、引き続き屋内に避難して

ください。

警報③（落下場所等の情報）

国民保護サイレン

直ちに避難。直ちに避難。直ちに頑丈な建物や

地下に避難してください。ミサイルが落下する

可能性があります。直ちに避難してください。

警報②（避難の呼び掛け）

国民保護サイレン

日本の領土に落下する可能性がある場合

ミサイル発射。ミサイル発射。北朝鮮からミ

サイルが発射されたもようです。頑丈な建物

や地下に避難してください。

警報①（ミサイル発射情報）

国民保護サイレン
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催
　
　
し

全
て
無
料
で
参
加
で
き
ま
す

塾
の
コ
ン
ビ
ニ

　
市
で
は
、
い
つ
で
も
ど
こ
で
も
無
料

で
、
気
軽
に
利
用
す
る
こ
と
が
で
き
る

「
塾
の
コ
ン
ビ
ニ
」
を
開
設
し
て
い
ま

す
。

◎
新
潟
大
学
医
学
部
健
康
講
座
塾

　
昨
年
度
好
評
を
博
し
、
市
民
の
健
康

増
進
や
病
気
の
悪
化
防
止
に
役
立
つ

「
新
潟
大
学
医
学
部
健
康
講
座
塾
」
を

今
年
度
も
開
催
し
ま
す
。

　
初
回
の
整
形
外
科
講
座
で
は
、
足
腰

の
不
調
や
寝
た
き
り
に
も
つ
な
が
る
骨

粗
し
ょ
う
症
に
つ
い
て
の
講
義
や
、
簡

単
な
運
動
の
実
践
を
行
い
ま
す
。

◎
整
形
外
科
講
座

▼
日
時
＝
6
月
30
日
（
金
）
午
後
2
時

〜
3
時
30
分

▼
会
場
＝
あ
が
の
市
民
病
院
2
階
「
講

堂
」

▼
演
題
＝
「
骨
粗
し
ょ
う
症
と
健
康
」

▼
講
師

・ 

講
義
…
今
井
教
雄
氏
（
新
潟
大
学
地

域
医
療
長
寿
学
講
座
特
任
准
教
授
）

・ 

実
践
…
あ
が
の
市
民
病
院
理
学
療
法

士▼定
員
＝
先
着
80
人
程
度

　
　
　  

▼
ま
ち
づ
く
り
ポ
イ
ン
ト
＝
50

ポ
イ
ン
ト
。
あ
が
の
ポ
イ
ン
ト

カ
ー
ド
を
持
っ
て
い
る
人
は
、
参

加
の
際
、
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

▼
そ
の
他
＝
あ
ら
か
じ
め
講
師
に
聞
い

て
み
た
い
質
問
が
あ
れ
ば
、
申
し
込
み

時
に
お
伝
え
く
だ
さ
い
。

▼
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

地
域
医
療
推
進
課 

地
域
医
療
推
進
係

（
内
線
２
２
６
２
）

◎
子
育
て
遊
び
塾

◎ 

に
こ
に
こ
木
育
広
場

　
幼
児
期
に
木
や
自
然
素
材
に
多
く
触

れ
る
こ
と
は
、
子
ど
も
の
豊
か
な
心
の
成

長
に
良
い
効
果
が
あ
る
と
い
わ
れ
て
い
ま

す
。
木
の
お
も
ち
ゃ
を
通
し
て
見
え
て
く

る
も
の
を
親
子
で
感
じ
て
み
ま
せ
ん
か
？

▼
日
時
＝
6
月
11
日
（
日
）
午
前
10
時

〜
正
午

▼
会
場
＝
あ
が
の
子
育
て
支
援
セ
ン

タ
ー
に
こ
に
こ
「
プ
レ
ー
ル
ー
ム
」

▼
対
象
者
＝
未
就
園
児
と
そ
の
保
護
者

▼
講
師
＝
岡
田
真
弓
氏
（
お
も
ち
ゃ
コ

ン
サ
ル
タ
ン
ト
マ
ス
タ
ー
）

▼
そ
の
他
＝
申
し
込
み
不
要

▼
問
い
合
わ
せ
＝
あ
が
の
子
育
て
支
援

セ
ン
タ
ー
に
こ
に
こ
　
☎
62
‐
５
５
８
１

◎
親
子
英
語
塾

◎ 

Ｇ
Ｏ
！ 

Ｇ
Ｏ
！ 

え
い
ご

　
基
本
の
Ａ
Ｂ
Ｃ
や
毎
月
変
わ
る
テ
ー

マ
で
、
親
子
で
遊
び
を
通
し
て
楽
し
み

な
が
ら
英
語
に
触
れ
ま
す
。

▼
日
時
＝
6
月
14
日
（
水
）、25
日
（
日
）

午
前
10
時
〜
11
時

▼
会
場
＝
あ
が
の
子
育
て
支
援
セ
ン

タ
ー
に
こ
に
こ
「
プ
レ
ー
ル
ー
ム
」

▼
対
象
者
＝
未
就
園
児
と
そ
の
保
護
者

▼
講
師
＝
ダ
フ
ニ
ー
・
ロ
ッ
ク
氏
（
ス

タ
ー
イ
ン
グ
リ
ッ
シ
ュ
新
潟
）

▼
そ
の
他
＝
申
し
込
み
不
要

▼
問
い
合
わ
せ
＝
あ
が
の
子
育
て
支
援

セ
ン
タ
ー
に
こ
に
こ
　
☎
62
‐
５
５
８
１

安 田 支 所  ☎ 68ー3000
農業委員会  ☎ 68ー3238
安田公民館・体育館  ☎ 68ー3006

京ヶ瀬支所  ☎ 67ー2111
市立図書館  ☎ 67ー2500

阿賀野市役所  ☎ 62ー2510
水原総合体育館  ☎ 62ー0656
水原公民館  ☎ 62ー2028
あがの市民病院  ☎ 62ー2780
上下水道局  ☎ 62ー2159
消 防 本 部  ☎ 62ー2058

笹 神 支 所  ☎ 62ー4141
学校教育課  ☎ 62ー2790
生涯学習課  ☎ 62ー5322
笹神体育館  ☎ 61ー2111
ふれあい会館  ☎ 63ー8019     

お知らせお知らせ

今井 教雄 氏

第36回　瓢湖あやめまつり　期間：6月 10 日（土）～ 25日（日）

《メーンイベント》　☆6月 18日（日）☆

　時間：午前 9時 30 分～午後 3時

　会場：瓢湖水きん公園野外ステージほか

　○ キャラクターショー、各種芸能発表

　○ お楽しみバザー、軽飲食・特産品・雑貨等の販売

　○ 献血キャンペーン、食育・元気づくりコーナー

《幸せのあやめハンカチ掲揚》

　あやめ色のハンカチに願いを書き、桜並木など

に結んで彩りを添えます。

　期間：6月 10 日（土）～ 25 日（日）

　会場：桜並木・瓢湖前広場

　ハンカチ：1枚 200 円（白鳥観察舎で販売）

《瓢湖あやめバンドフェスティバル》

　日時：6月 10 日（土）正午～午後 4時

　会場：瓢湖水きん公園野外ステージ

《こいのぼり大作戦》

　期間：6月 11 日（日）～ 18 日（日）

　会場：瓢湖あやめ園周辺

◎ 期間中は水原商工会女性部による花がら摘みを

実施します。

■ 主催＝市観光協会

■ 問い合わせ＝商工観光課 観光係（内線 2343 ～

2345）

～ 215種類50万本の「あやめ」が、皆さんをお待ちしています ～
＜あやめ園・桜並木のライトアップ（午後 6時 30 分～ 9時）＞

◆長年にわたる功績・功労者に贈られました

　齋藤さんは、昭和 50 年 4 月、新潟県教育委

員会に採用。塩沢商工高校を初任地に、五泉高

校、新津高校に勤務。吉川高校教頭、加茂高校

教頭、中条高校教頭、新潟県教育庁高等学校教

育課副参事、分水高校校長を経て、平成 20 年

3月、小出高校校長を最後に退職されました。

　この間、県立高校の教育現場のみならず、教

育行政の分野にも尽力されました。

故・齋
さい

藤
とう

 弘
ひろ

美
み

さん（中央町1）
(3 月 9 日死去 )

従五位・瑞宝小綬章

瑞宝単光章

第 28 回危険業務従事者叙勲
（4月 29 日）

消防功労

石
いし

塚
づか

 次
つぐ

夫
お

さん（下条町）

叙位・死亡叙勲
（3月 9日）

教育功労

　石塚さんは、昭和 48 年 4 月、水原郷消防組

合に採用。昭和54年4月からは阿賀北広域組合、

平成 16 年 4 月からは阿賀野市の消防職員とし

て勤務し、平成 22 年 3 月、阿賀野市消防本部

消防次長を最後に退職されました。

　この間、消防精神の高揚や防火思想の普及、本

部初の救急救命士として人命救助、火災出動等の

業務に従事し、消防の充実・発展に尽力されました。

　松田さんは、昭和55年 10月に北蒲原郡南部土

地改良区、平成3年 12月に新江土地改良区の理

事に就任し、両土地改良区の理事長を歴任。平成

15年 2月から合併後の阿賀野川土地改良区の理

事長を、平成20年 3月から新潟県土地改良事業

団体連合会の副会長を現在まで務められています。

　この間、地元のみならず県内農業の発展や阿

賀野川土地改良区の合併新設に尽力されました。

旭日双光章

平成 29 年春の叙勲
（4月 29 日）

土地改良事業功労

松
まつ

田
だ

 昭
しょうえつ

悦さん（分田）

　教育委員会は、学校教育、社会教育、文化

等に関する事務を担当し、市長から独立して

設置される合議制の機関です。教育行政にお

ける重要事項や基本方針を決定し、それに基

づいて教育長が具体的な事務を執行します。

　瀧澤圭子さん（中ノ通）と酒井里佳子さん（分

田）が、3月の市議会定例会で同意を経て、5

月 22 日付けで市教育委員会の委員として任命

されました。

　また、5月 21 日をもって、教育委員を務めて

いた鈴木基子さん（若葉町）が退任されました。

　5月 22 日以降の教育委員会の構成は、下表

のとおりです。

職名 氏名（住所）

教育長 岩村　弘一（新発田市）

教育長職務代理者 渡邉　栄二（福永）

委員 圓山　　孝（京ヶ島）

委員 瀧澤　圭子（中ノ通）

委員 酒井里佳子（分田）

教育委員
●5月 22 日付けで任命

委員紹介

左から、瀧澤さん、田中市長、酒井さん
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電
話
番
号
の
記
載
の
な
い
市
役
所
・
各
支
所
・
公
民
館
等
の
連
絡
先
は
、
お
知
ら
せ
版
の
最
初
の
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
て
い
ま
す
。

催
　
　
し

人
権
講
演
会

▼
日
時
＝
6
月
6
日
（
火
）
午
後
1
時

30
分
〜
3
時
（
午
後
1
時
開
場
）

▼
会
場
＝
新
潟
東
映
ホ
テ
ル
（
新
潟
市

中
央
区
弁
天
2
‐
1
‐
6
）

▼
演
題
＝
「
知
っ
て
お
き
た
い
Ｌ
Ｇ
Ｂ

Ｔ
の
基
礎
知
識
〜
多
様
な
人
材
の
活
躍

に
向
け
て
〜
」

※ 

Ｌ
Ｇ
Ｂ
Ｔ
と
は
、女
性
同
性
愛
者（
レ

ズ
ビ
ア
ン
）・
男
性
同
性
愛
者
（
ゲ

イ
）・
両
性
愛
者
（
バ
イ
セ
ク
シ
ュ

ア
ル
）・
性
別
越
境
者
（
ト
ラ
ン
ス

ジ
ェ
ン
ダ
ー
）
の
英
語
表
記
の
頭
文

字
を
取
っ
た
も
の
で
、
主
に
そ
の

人
々
の
総
称
に
用
い
ま
す
。

▼
講
師
＝
増
原
裕
子
氏
（
Ｌ
Ｇ
Ｂ
Ｔ
コ
ン

サ
ル
タ
ン
ト
、
㈱
ト
ロ
ワ
・
ク
ル
ー
ル
代

表
取
締
役
）
▼
定
員
＝
先
着
１
０
０
人

▼
入
場
料
＝
無
料

▼
そ
の
他
＝
手
話
通
訳
・
要
約
筆
記
あ
り

▼
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

新
潟
県 

福
祉
保
健
課 
人
権
啓
発
室

☎
０
２
５
‐
２
８
０
‐
５
１
８
１

地
域
さ
さ
え
愛
事
業

研
修
会

　
市
内
で
活
動
す
る
4
団
体
を
迎
え
、

活
動
発
表
と
意
見
交
換
を
行
い
ま
す
。

　
住
ん
で
い
る
私
た
ち
が
主
体
と
な

り
、
自
分
の
暮
ら
し
や
地
域
社
会
の
豊

か
さ
・
安
心
に
つ
な
が
る
活
動
と
居
場

所
づ
く
り
に
つ
い
て
考
え
ま
す
。

▼
日
時
＝
6
月
24
日
（
土
）
午
後
1
時

30
分
〜
4
時
（
午
後
1
時
〜
受
付
）

▼
会
場
＝
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
京
和
荘

1
階
「
多
目
的
ホ
ー
ル
」

▼
対
象
者
＝
地
域
活
動
に
関
心
の
あ
る

人▼
内
容
＝
第
1
部
…
地
域
の
「
支
え
合

い
」
活
動
発
表
／
第
2
部
…
皆
さ
ん
で

意
見
交
換

▼
発
表
団
体
＝
堀
越
シ
ニ
ア
青
年
団 

（
地
域
活
動
）、
心こ

こ

カ
フ
ェ
絆
（
子
ど
も
・

若
者
支
援
）、
京
ヶ
瀬
児
童
館
（
食
を
介

し
た
居
場
所
づ
く
り
）、
す
い
ば
ら
こ
ど

も
食
堂
（
食
を
介
し
た
居
場
所
づ
く
り
）

▼
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
＝
李イ

在ジ
ェ

檍オ
ク

氏

（
新
潟
青
陵
大
学
福
祉
心
理
学
部
社
会

福
祉
学
科
准
教
授
）

▼
参
加
費
＝
１
０
０
円
（
お
茶
代
）

▼
申
込
期
限
＝
6
月
16
日
（
金
）

▼
そ
の
他

・ 

会
場
で
フ
ー
ド
ド
ラ
イ
ブ
を
実
施
し

ま
す
。
フ
ー
ド
ド
ラ
イ
ブ
と
は
、
家

庭
や
職
場
で
余
っ
て
い
る
食
品
を
持

ち
寄
り
、
食
料
の
確
保
が
困
難
な
人

を
支
援
す
る
活
動
で
す
。
未
開
封
で

7
月
1
日
時
点
の
賞
味
期
限
が
2
か

月
以
上
あ
る
常
温
保
存
可
能
な
食
品

の
寄
付
を
お
願
い
し
ま
す
。

・ 

手
話
通
訳
あ
り

▼
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
＝
市
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
（
市
社
会
福
祉
協

議
会
内
）　
☎
67
‐
９
２
０
３

水
原
公
民
館
1
階

市
民
ギ
ャ
ラ
リ
ー

展
示
案
内

◎ 

脩
竹
会
作
品
展

▼
期
間
＝
6
月
6
日（
火
）〜
11
日（
日
）

▼
時
間
＝
午
前
9
時
〜
午
後
5
時
（
た

だ
し
、
初
日
は
午
後
1
時
か
ら
、
最
終

日
は
午
後
3
時
ま
で
）
▼
内
容
＝
書
道

◎ 

あ
が
の
ボ
タ
ニ
カ
ル
ア
ー
ト
の
会
＆

新
潟
植
物
画
ク
ラ
ブ
合
同
展

▼
期
間
＝
6
月
14
日（
水
）〜
19
日（
月
）

▼
時
間
＝
午
前
9
時
〜
午
後
5
時
（
た

だ
し
、
最
終
日
は
昼
12
時
30
分
ま
で
）

▼
内
容
＝
植
物
を
題
材
に
し
た
水
彩
画

◎ 

水
原
郷
絵
を
描
く
会
第
54
回
作
品
展

▼
期
間
＝
6
月
20
日（
火
）〜
25
日（
日
）

▼
時
間
＝
午
前
9
時
〜
午
後
5
時
（
た
だ

し
、
初
日
は
午
後
1
時
か
ら
、
最
終
日
は

午
後
3
時
30
分
ま
で
）
▼
内
容
＝
絵
画

◎
共
通
事
項

▼
入
場
料
＝
無
料

▼
問
い
合
わ
せ
＝
水
原
公
民
館

昔
語
り
の
会

▼
日
時
＝
6
月
18
日
（
日
）
午
前
11
時

〜
正
午
（
毎
月
第
3
日
曜
）

▼
会
場
＝
水
原
ふ
る
さ
と
農
業
歴
史
資

料
館
「
農
家
の
居
間
」

▼
定
員
＝
35
人

▼
入
場
料
＝
無
料

▼
語
り
手
＝
あ
が
の
お
話
の
会

▼
問
い
合
わ
せ
＝
水
原
ふ
る
さ
と
農
業

歴
史
資
料
館

　
☎
63
‐
１
７
２
２

FM 76.1MHz
 

　　　　　　　　災害時には、FMにいつ（周波数 76.1MHz）で市の災害情報を放送します。

 

宝
珠
温
泉

あ
か
ま
つ
荘
催
し

◎ 

カ
ラ
オ
ケ
発
表
会

▼
日
時
＝
6
月
11
日
（
日
）
正
午
〜

▼
出
演
＝
三
沢
歌
友
会
（
新
発
田
市
）

◎ 

歌
と
踊
り
の
発
表
会

▼
日
時
＝
6
月
18
日
（
日
）
正
午
〜

▼
出
演
＝
明
間
隆
雄
と
愉
快
な
仲
間
た

ち
（
阿
賀
野
市
）

◎
舞
踊
発
表

▼
日
時
＝
6
月
25
日
（
日
）
正
午
〜

▼
出
演
＝
越
峰
扇
貴
美
社
中
（
阿
賀
野

市
）

▼
問
い
合
わ
せ
＝
宝
珠
温
泉 

あ
か
ま

つ
荘
　
☎
68
‐
５
７
２
６

お
知
ら
せ

食
品
乾
燥
研
究
施
設
が

稼
動
し
ま
す

　
市
の
基
幹
産
業
の
一
つ
で
あ
る
農

業
・
食
品
関
連
業
を
「
も
う
か
る
産
業
」

に
す
る
取
り
組
み
を
始
め
ま
す
。

　
稲
作
中
心
で
地
域
を
代
表
す
る
園
芸

農
産
物
を
持
た
な
い
市
の
農
業
で
は
、

6
次
産
業
化
に
代
表
さ
れ
る
よ
う
な
農

産
物
の
付
加
価
値
化
と
収
益
向
上
が
求

め
ら
れ
て
い
ま
す
。
食
品
関
連
業
も
同

様
に
、
差
別
化
さ
れ
た
商
品
づ
く
り
や

サ
ー
ビ
ス
提
供
が
求
め
ら
れ
て
い
ま

す
。

　
こ
の
た
め
、
旧
大
和
小
学
校
の
一
角

に
食
品
乾
燥
研
究
施
設
を
設
置
し
、
新

た
な
常
温
乾
燥
技
術
を
有
す
る
山
形
大

学
発
の
ベ
ン
チ
ャ
ー
企
業
と
連
携
す
る

こ
と
で
、
乾
燥
技
術
を
活
用
し
た
ビ
ジ

ネ
ス
創
出
の
場
を
提
供
し
ま
す
。

▼
利
用
条
件
＝
市
内
在
住
者
や
市
内
で

事
業
を
営
ん
で
い
る
者
の
う
ち
、
事
業

の
目
的
に
合
致
し
た
取
り
組
み
を
行
う

者▼
対
象
品
目
＝
市
内
で
生
産
さ
れ
た
農

作
物
や
そ
の
他
の
生
鮮
食
品
（
そ
の
加

工
品
を
含
む
）

▼
利
用
料
金
＝
無
料
。
た
だ
し
、
乾
燥

加
工
し
た
い
農
産
物
等
は
申
請
者
が
調

達
し
て
く
だ
さ
い
。

▼
提
供
内
容

① 

農
作
物
等
を
加
工
し
た
乾
燥
品
・
粉

末
品

② 

乾
燥
加
工
の
際
に
得
ら
れ
た
デ
ー
タ

▼
利
用
方
法
＝
利
用
を
希
望
す
る
10
日

前
ま
で
に
市
役
所
2
階
企
画
財
政
課
へ

申
請
書
を
提
出
し
、
許
可
を
受
け
て
く

だ
さ
い
。

▼
そ
の
他
＝
詳
し
く
は
、
市
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
（「
食
品
乾
燥
」
で
検
索
）
を

ご
覧
く
だ
さ
い
。

▼
問
い
合
わ
せ
＝
企
画
財
政
課 

企
画

係
（
内
線
２
２
４
３
）

住
民
票
の
写
し
・
印
鑑
登
録
証
明
書

電
話
予
約
で
夜
間
・
休
日

で
も
受
け
取
れ
ま
す

　
平
日
の
日
中
、
市
役
所
へ
行
け
な
い

…
。
そ
の
よ
う
な
皆
さ
ん
の
た
め
に
、

電
話
予
約
を
す
る
こ
と
で
夜
間
や
土

曜
・
日
曜
・
祝
日
・
年
末
年
始
で
も
、

住
民
票
の
写
し
や
印
鑑
登
録
証
明
書
を

受
け
取
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

▼
予
約
で
き
る
人

・ 

住
民
票
の
写
し
…
阿
賀
野
市
に
住
民

登
録
を
し
て
い
る
本
人
ま
た
は
同
一

世
帯
の
人

・ 

印
鑑
登
録
証
明
書
…
阿
賀
野
市
で
印

鑑
登
録
を
し
て
い
る
本
人
ま
た
は
代

理
人

▼
予
約
方
法
＝
月
曜
〜
金
曜
（
祝
日
・

年
末
年
始
を
除
く
）
の
午
前
8
時
30
分

〜
午
後
5
時
15
分
の
間
に
、
市
民
生
活

課
に
電
話
で
予
約
を
し
て
く
だ
さ
い
。

※ 

予
約
の
際
は
、
住
所
・
氏
名
・
生
年

月
日
・
電
話
番
号
・
必
要
な
証
明
書

の
種
類
・
受
取
希
望
日
・
印
鑑
登
録

証
番
号
（
印
鑑
登
録
証
明
書
の
請
求

者
の
み
・
カ
ー
ド
に
記
載
さ
れ
た
番

号
）
な
ど
を
伺
い
ま
す
。
時
間
を
要

す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
、
あ
ら

か
じ
め
了
承
願
い
ま
す
。

▼
受
取
時
間

・ 

月
曜
〜
金
曜
（
祝
日
・
年
末
年
始
を

除
く
）
…
午
後
5
時
15
分
〜
9
時

・ 

土
曜
・
日
曜
・
祝
日
・
年
末
年
始
…

午
前
8
時
30
分
〜
午
後
9
時

▼
受
取
場
所
＝
市
役
所
1
階
「
警
備
員

室
」（
正
面
玄
関
に
向
か
っ
て
市
役
所

庁
舎
左
脇
の
南
側
通
用
口
を
入
っ
た
所

に
あ
り
ま
す
）

▼
受
け
取
り
の
際
に
必
要
な
も
の

・ 

本
人
確
認
書
類
〔
運
転
免
許
証
、
パ

ス
ポ
ー
ト
、
健
康
保
険
証
、
年
金
手

帳
な
ど
（
写
真
付
き
以
外
は
2
点
必

要
）〕

・ 

手
数
料
（
1
通
３
０
０
円
。
釣
り
銭

の
な
い
よ
う
に
用
意
し
て
く
だ
さ
い
）

・ 

印
鑑
登
録
証
（
印
鑑
登
録
証
明
書
の

請
求
者
の
み
。
忘
れ
た
場
合
は
交
付

で
き
ま
せ
ん
）

▼
問
い
合
わ
せ
＝
市
民
生
活
課 

市
民

係
（
内
線
２
１
０
１
〜
２
１
０
３
）

作
り
ま
せ
ん
か
？

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド

（
個
人
番
号
カ
ー
ド
）

　
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
は
顔
写
真
付

き
の
カ
ー
ド
で
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
（
個

人
番
号
）
と
本
人
確
認
を
1
枚
で
証
明

で
き
る
便
利
な
カ
ー
ド
で
す
。

▼
申
請
方
法
＝
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド

の
申
請
者
本
人
が
必
要
書
類
を
持
参
の

上
、
市
役
所
1
階
市
民
生
活
課
に
お
越

し
く
だ
さ
い
。
申
請
書
に
添
付
す
る
顔

写
真
は
無
料
で
撮
影
し
ま
す
。

※
各
支
所
で
は
申
請
で
き
ま
せ
ん
。

▼
必
要
書
類 

・  

個
人
番
号
カ
ー
ド
交
付
申
請
書
兼
電

子
証
明
書
発
行
申
請
書
（
通
知
カ
ー

ド
と
一
緒
に
届
い
て
い
る
も
の
）

・  

通
知
カ
ー
ド

・  

本
人
確
認
書
類
（
運
転
免
許
証
、
パ

ス
ポ
ー
ト
、
身
体
障
害
者
手
帳
、
在

留
カ
ー
ド
、
健
康
保
険
証
、
介
護
保

険
証
、 

年
金
手
帳
な
ど
2
点
）

・  

印
鑑

▼
そ
の
他
＝
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
は

即
日
交
付
で
き
ま
せ
ん
。
申
請
後
、
約

3
週
間
で
自
宅
に
送
付
し
ま
す
。
自
分

の
写
真
を
貼
付
し
、
返
信
用
封
筒
に
入

れ
て
申
請
す
る
こ
と
も
可
能
で
す
。

▼
問
い
合
わ
せ
＝
市
民
生
活
課 

市
民

係
（
内
線
２
１
０
１
〜
２
１
０
３
）

法
定
相
続
情
報
証
明
制

度
が
始
ま
り
ま
し
た

　
全
国
の
登
記
所
（
法
務
局
）
で
「
法

定
相
続
情
報
証
明
制
度
」
が
始
ま
り
ま

し
た
。

　
こ
れ
ま
で
の
相
続
手
続
き
で
は
、
亡

く
な
っ
た
人
の
戸
除
籍
謄
本
等
の
束
を

相
続
手
続
き
を
取
り
扱
う
銀
行
な
ど
の

各
種
窓
口
に
何
度
も
出
し
直
す
必
要
が

あ
り
ま
し
た
。

　
法
定
相
続
情
報
証
明
制
度
で
は
、
登

記
所
（
法
務
局
）
に
戸
除
籍
謄
本
等
の

束
を
提
出
し
、
併
せ
て
相
続
関
係
を
一

覧
に
表
し
た
図
（
法
定
相
続
情
報
一
覧

図
）
を
出
す
と
、
登
記
官
が
そ
の
一
覧

図
に
認
証
文
を
付
し
た
写
し
を
無
料
で

交
付
し
ま
す
。
そ
の
後
の
相
続
手
続
き

で
は
、
法
定
相
続
情
報
一
覧
図
の
写
し

を
利
用
す
る
こ
と
で
、
戸
除
籍
謄
本
等

の
束
を
何
度
も
出
し
直
す
必
要
が
な
く

な
り
ま
し
た
。

　
詳
し
く
は
、
法
務
局
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

を
ご
覧
に
な
る
か
、
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

▼
問
い
合
わ
せ
＝
新
潟
地
方
法
務
局 

新
津
支
局
　
☎
22
‐
０
５
０
１

支え合い市民フォーラムを開催します
　介護保険のサービスを使うほどではないけれど、

掃除や買い物、洗濯物の取り込み、ごみ出しなど、

日常生活の中でちょっとだけ困っている人はいませ

んか？　地域にサロンや地域のお茶の間などの集ま

りがあればいいなと思うことはありませんか？

　自治会や商工会、不動産業者、民生委員協議会、

サロン、社会福祉協議会、JA、PTA、地域住民など

の関係者 37 人で構成する「生活支援協議体」が平

成 28 年 8 月に発足。地域の中でお互いに支え合う

仕組みをどのようにつくっていくのか、2人の「生

活支援コーディネーター（地域支え合い推進員）」

と一緒に日々奮闘しています。

　昨年度は月1回の会合を重

ね、3月末に「高齢者の生活

支援に関する実態調査」を行

いました。今年度はその調査

結果から見えてきた課題を整

理し、必要なサービスを提供

する仕組みを考えていきます。

　生活支援協議体・生活支

援コーディネーターと共に、年齢を重ねても自分ら

しく生き生きとした生活を送ることができるように

「支え合い市民フォーラム」を開催します。「今から

できること」を一緒に考えましょう。

■ 日時＝ 7月 2日（日）午後1時～4時

　　　　（昼 12 時 30 分～受付）

■場所＝保健福祉センター京和荘

■ 演題＝「支え合いのある地域づくり

　　　　　～今からできること～」

■講師＝堀田 力 氏

　　　　〔（公財）さわやか福祉財団会長〕

■申込期限＝ 6 月 26 日（月）

■ その他＝生活支援協議体や生活支援コーディネー

ターの活動について、分かりやすく伝える企画を

準備しています。

■申し込み・問い合わせ

　・ 地域包括支援センター阿賀野（内線2130～ 2134）

　・ 地域包括支援センター笹神　☎ 62-4143堀田 力 氏

生活支援コーディネー
ターの下間千加子さん
（左）と井上秀子さん（右）
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阿賀野市の情報公開・個人情報保護制度
― 平成 28 年度の実施状況をお知らせします ―

■ 問い合わせ＝総務課 庶務係（内線 2244）

■ 情報公開制度

　市が保有している公文書を請求に応じて公開する

制度で、どなたでも請求することができます。

　請求の際は所定の用紙に請求する公文書の内容な

ど必要事項を記入の上、市役所 2階総務課へ提出し

てください。市は原則として請求の日から15日以内

に公開・非公開を決定し、文書で結果を通知します。

　公文書は原則として公開しますが、法律などで非

公開となるものや個人のプライバシーに関するもの

など一定の理由で保護の必要があるものは、公開で

きない場合があります。公開に掛かる費用は無料で

すが、写しの交付にはコピー代が必要です。

■個人情報保護制度

　市が行う個人情報の収集や利用について具体的な

ルールを定めるとともに、自己の情報の開示や訂正

等の権利を保障する制度です。

　自己の情報の開示や訂正等は、市に自己の情報が

保有されている人（本人）であれば、どなたでも請

求できます。請求やその後の手続きは、情報公開制

度に準じますが、請求の際は運転免許証やパスポー

トなどの本人確認書類が必要となります。

■情報公開の実施状況（平成 28 年度）

　①公開請求の件数・処理状況

関係部局 請求件数
請求件数のうち

公開 部分公開 非公開 不保有

市長部局 176 170 6 0 0

議会 001 001 0 0 0

水道事業 002 001 1 0 0

消防本部 001 000 1 0 0

■個人情報保護の運用状況（平成 28 年度）

　①請求の件数・処理状況

関係部局 請求件数
処理状況

開示 部分開示 非開示 不保有

市長部局 3 3 0 0 0

農業委員会 1 1 0 0 0

　②不服申立ての件数　⇒ 0件

　②不服申立ての件数　⇒ 0件

お
知
ら
せ

い
き
い
き
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

応
援
事
業
の
お
知
ら
せ

　
市
で
は
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
皆
さ
ん

の
活
動
を
応
援
す
る
た
め
「
い
き
い
き

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
応
援
事
業
」
を
実
施
し

て
い
ま
す
。

　
い
き
い
き
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
応
援
に
登

録
し
、
市
が
指
定
し
た
受
入
機
関
な
ど

で
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
行
っ
た
場
合
、

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
応
援
マ
イ
レ
ー
ジ
手
帳

に
ス
タ
ン
プ
が
1
個
押
印
さ
れ
ま
す
。

　
こ
の
ス
タ
ン
プ
を
ま
ち
づ
く
り
ポ

イ
ン
ト
に
交
換
（
ス
タ
ン
プ
1
個
に
つ

き
50
ポ
イ
ン
ト
）
す
る
と
、
市
内
加
盟

店
で
1
ポ
イ
ン
ト
当
た
り
1
円
相
当

の
買
い
物
に
利
用
で
き
ま
す
。

◎ 

ス
タ
ン
プ
の
交
換
方
法
を
変
更

　
ス
タ
ン
プ
1
個
か
ら
ま
ち
づ
く
り

ポ
イ
ン
ト
に
交
換
で
き
る
よ
う
に
な

り
ま
し
た
。
年
間
交
換
数
の
上
限
も
な

く
し
ま
し
た
。

◎ 

出
張
ポ
イ
ン
ト
交
換
会
を
開
催

　
市
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
（
市
社

会
福
祉
協
議
会
・
京
ヶ
瀬
支
所
内
）
に

行
け
な
い
人
の
た
め
に
開
催
し
ま
す
。

い
き
い
き
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
応
援
の
登

録
も
受
け
付
け
ま
す
。

○
安
田
地
区

▼
日
時
＝
6
月
20
日
（
火
）
午
前
9
時

〜
11
時
30
分

▼
会
場
＝
安
田
支
所
1
階
「
ロ
ビ
ー
」

○
笹
神
地
区

▼
日
時
＝
6
月
20
日
（
火
）
午
後
1
時

30
分
〜
4
時

▼
会
場
＝
笹
神
支
所
2
階
「
ロ
ビ
ー
」

○
水
原
地
区

▼
日
時
＝
6
月
21
日
（
水
）
午
前
9
時

〜
11
時
30
分

▼
会
場
＝
市
役
所
1
階
「
ロ
ビ
ー
」

▼
問
い
合
わ
せ

・ 

市
民
協
働
推
進
課
（
内
線
２
２
８
５
）

・ 
市
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー

　
☎
67
‐
９
２
０
３

私
人
に
よ
る
公
金
の
収

納
事
務
の
公
表

　
次
の
収
納
事
務
を
委
託
し
ま
し
た

の
で
、
地
方
自
治
法
施
行
令
（
昭
和
22

年
政
令
第
16
号
）
第
１
５
８
条
第
2
項

に
基
づ
き
公
表
し
ま
す
。

◎
市
長
政
策
課
関
連

○ 

ふ
る
さ
と
阿
賀
野
市
応
援
寄
附ふ

金

▼
法
人
の
名
称
（
住
所
）
＝
㈱
ア
イ
モ

バ
イ
ル
（
東
京
都
渋
谷
区
桜
丘
町
22
‐

14
　
Ｎ
・
Ｅ
・
Ｓ
・
ビ
ル
Ｎ
棟
2
階
）

▼
問
い
合
わ
せ
＝
市
長
政
策
課 

政
策

推
進
係
（
内
線
２
２
１
３
）

◎
市
民
生
活
課
関
連

○ 

住
民
票
の
写
し
・
印
鑑
登
録
証
明
書

の
手
数
料
、
葬
斎
場
の
使
用
料

▼
法
人
の
名
称
（
住
所
）
＝
セ
コ
ム
上
信

越
㈱
（
新
潟
市
中
央
区
新
光
町
1
‐
10
）

▼
問
い
合
わ
せ
＝
市
民
生
活
課 

市
民

係
（
内
線
２
１
０
１
）

無
料
と
い
う
言
葉
に

気
を
付
け
ま
し
ょ
う

　
広
告
な
ど
で「
無
料
」と
記
載
が
あ
っ

て
も
、
何
が
無
料
な
の
か
、
は
っ
き
り

し
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。

　
契
約
す
る
と
き
は
、
無
料
と
な
る
内

容
や
範
囲
、
有
料
の
契
約
を
結
ぶ
前
提

が
あ
る
の
か
を
よ
く
確
認
し
ま
し
ょ
う
。

　
迫
ら
れ
て
も
そ
の
場
で
契
約
せ
ず
、

周
り
の
人
に
相
談
し
ま
し
ょ
う
。
き
っ

ぱ
り
と
断
る
こ
と
も
大
切
で
す
。

◎ 

消
費
生
活
に
関
す
る
相
談
は

　
市
民
生
活
課
で
は
、
消
費
生
活
相
談

員
が
相
談
に
応
じ
て
い
ま
す
。
個
別
の

相
談
室
が
あ
り
、秘
密
は
厳
守
し
ま
す
。

ぜ
ひ
利
用
し
て
く
だ
さ
い
。

▼
問
い
合
わ
せ

・ 

市
民
生
活
課 

相
談
係
（
内
線
２
１
０
４
）

・ 

新
潟
県
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー

　
☎
０
２
５
‐
２
８
５
‐
４
１
９
６

6
月
〜
9
月

消
火
栓
の
点
検
作
業
を

実
施
し
ま
す

　
消
防
本
部
で
は
、
火
災
時
に
消
防
隊

員
が
使
用
す
る
消
火
栓
を
適
正
に
維
持

管
理
す
る
た
め
、
毎
年
点
検
を
実
施
し

て
い
ま
す
。

　
点
検
で
は
、
外
観
点
検
や
消
防
車
等

を
使
用
し
て
の
水
出
し
点
検
を
細
心
の

注
意
を
払
っ
て
行
い
ま
す
。
ご
く
ま
れ

に
家
庭
や
事
務
所
等
の
水
道
水
が
濁
る

こ
と
が
あ
り
ま
す
。
そ
の
際
は
蛇
口
を
少

し
の
時
間
開
け
る
こ
と
に
よ
り
解
消
さ

れ
ま
す
の
で
、
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

▼
問
い
合
わ
せ
＝
消
防
本
部

雨
の
日
の
交
通
事
故
防
止

　
雨
の
日
は
視
界
が
悪
く
な
る
と
と
も

に
路
面
が
滑
り
や
す
く
な
り
ま
す
。

　
ド
ラ
イ
バ
ー
は
晴
れ
た
日
の
2
倍
の

車
間
距
離
を
保
ち
、
交
通
事
故
を
防
ぎ

ま
し
ょ
う
。
歩
行
者
や
自
転
車
利
用
者

に
も
十
分
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

ー
阿
賀
野
市
・
阿
賀
野
警
察
署
・

市
交
通
安
全
協
会
ー

▼
問
い
合
わ
せ
＝
危
機
管
理
課 

地
域

安
全
係
（
内
線
２
２
３
２
）

熱
中
症
に
な
り
や
す
い

時
期
に
な
り
ま
し
た

　
特
に
乳
幼
児
や
高
齢
者
は
熱
中
症
が

重
症
化
し
や
す
い
た
め
、
注
意
が
必
要

で
す
。

◎
乳
幼
児

　
身
長
が
低
く
地
面
に
近
い
位
置
に
い

る
子
ど
も
は
、
大
人
以
上
に
高
温
の
環

境
下
に
あ
り
ま
す
。
体
温
調
節
機
能
が

未
熟
な
た
め
、
熱
中
症
の
リ
ス
ク
も
高

ま
り
ま
す
。

　
子
ど
も
の
様
子
を
よ
く
観
察
し
、
顔

が
赤
く
、
た
く
さ
ん
汗
を
か
い
て
い
る

と
き
は
、
涼
し
い
場
所
で
水
分
を
補
給

さ
せ
ま
し
ょ
う
。

◎
高
齢
者

　
年
を
取
る
と
暑
さ
を
感
じ
に
く
く
、

衣
服
の
調
節
や
水
分
の
補
給
も
遅
れ
が

ち
で
す
。
体
温
調
節
機
能
も
低
下
す
る

た
め
、
室
内
で
も
熱
中
症
の
危
険
が
あ

り
ま
す
。

　
あ
ら
か
じ
め
水
分
補
給
の
タ
イ
ミ
ン

グ
を
決
め
て
お
い
た
り
、
暑
さ
を
我
慢

せ
ず
ク
ー
ラ
ー
や
扇
風
機
を
使
用
し
た

り
し
ま
し
ょ
う
。

◎
最
新
情
報
は
こ
ち
ら

　
環
境
省
熱
中
症
予
防
情
報
サ
イ
ト

（「
環
境
省 

熱
中
症
」
で
検
索
）
を
ご

覧
く
だ
さ
い
。

▼
問
い
合
わ
せ
＝
健
康
推
進
課 

成
人

係
（
内
線
２
６
２
３
）

大
日
原
演
習
場
訓
練
予
定

▼
射
撃
訓
練
＝
6
月
1
日
（
木
）
〜
9

日
（
金
）、
12
日
（
月
）
〜
30
日
（
金
）

午
前
8
時
〜
午
後
5
時

▼
空
砲
等
訓
練
＝
6
月
1
日
（
木
）、

2
日
（
金
）、
7
日
（
水
）
午
前
8
時

〜
午
後
5
時

▼
航
空
機
訓
練
＝
6
月
1
日
（
木
）、

2
日
（
金
）、13
日
（
火
）
〜
15
日
（
木
）

午
前
8
時
〜
午
後
5
時

○ 

演
習
場
内
へ
の
立
ち
入
り
は
、
許
可

が
必
要
で
す
。

▼
問
い
合
わ
せ
＝
新
発
田
駐
屯
地

☎
０
２
５
４
‐
22
‐
３
１
５
１

咲
い
て
い
ま
せ
ん
か
？

こ
ん
な
花
…

　
大
麻
や
ケ
シ
は
麻
薬
の
原
料
と
な
る

こ
と
か
ら
、
栽
培
が
法
律
で
禁
止
さ
れ

て
い
ま
す
。
し
か
し
、
こ
の
こ
と
を
知

ら
ず
に
栽
培
し
た
り
、
自
然
に
発
生
し

た
り
す
る
ケ
ー
ス
が
多
く
見
ら
れ
ま
す
。

　
植
え
て
は
い
け
な
い
大
麻
や
ケ
シ
、

そ
の
疑
い
が
あ
る
も
の
を
見
つ
け
た
と

き
は
、
連
絡
を
お
願
い
し
ま
す
。

◎
大
麻
の
特
徴

・ 

大
麻
は
春
か
ら
夏
に
か
け
て
生
育
し
、

成
長
が
早
く
、
大
き
い
も
の
は
草
丈

が
3
ｍ
に
も
な
り
ま
す
。
種
子
を
付

け
た
後
は
枯
れ
て
し
ま
い
ま
す
。

・ 

よ
く
成
長
し
た
茎
は
太
く
て
真
っ
す
ぐ

立
ち
、
浅
い
縦
す
じ
が
通
っ
て
い
ま
す
。

◎
植
え
て
は
い
け
な
い
ケ
シ
の
特
徴

○
ケ
シ
（
ソ
ム
ニ
フ
ェ
ル
ム
種
）

・ 

一
重
咲
き
の
花
は
花
び
ら
が
4
枚
で
、

色
は
赤
・
桃
・
紫
・
白
な
ど
で
す
。

多
数
の
花
び
ら
が
付
い
た
八
重
咲
き

の
花
も
あ
り
ま
す
。

・ 

開
花
期
の
草
丈
は
１
０
０
〜
１
６
０

㎝
で
す
。

・ 

花
が
咲
き
終
わ
る
と
、
雌
し
べ
が
発

達
し
て
楕だ

円え
ん

ま
た
は
球
形
に
膨
ら
み
、

上
部
が
平
た
い
皿
の
よ
う
な
形
を
し

た
大
き
な
果
実
（
長
さ
3
〜
7
㎝
、

径
3
〜
6
㎝
）
に
な
り
ま
す
。

○
ア
ツ
ミ
ゲ
シ
（
セ
テ
ィ
ゲ
ル
ム
種
）

・ 

花
は
花
び
ら
が
4
枚
、
色
は
薄
紫
・

赤
で
、
ソ
ム
ニ
フ
ェ
ル
ム
種
よ
り
小

形
で
す
。

・ 

開
花
期
の
草
丈
は
50
〜
１
０
０
㎝
で
す
。

・ 

葉
・
茎
・
つ
ぼ
み
な
ど
の
外
観
は
緑

色
で
、
よ
く
枝
分
か
れ
し
ま
す
。

・ 

ソ
ム
ニ
フ
ェ
ル
ム
種
よ
り
毛
が
多
く
、

つ
ぼ
み
の
表
面
や
つ
ぼ
み
の
下
の
茎

に
は
毛
が
あ
り
ま
す
。

・ 

葉
は
互
い
違
い
に
茎
に
付
き
、
上
部

の
葉
は
柄
が
な
く
、
そ
の
基
部
は
茎

を
抱
き
込
む
よ
う
な
形
を
し
て
い
ま

す
。
葉
の
大
き
さ
は
ソ
ム
ニ
フ
ェ
ル

ム
種
よ
り
小
形
で
す
。

・ 

果
実
は
ソ
ム
ニ
フ
ェ
ル
ム
種
よ
り
小

形
で
す
。

◎ 

ハ
カ
マ
オ
ニ
ゲ
シ
（
ブ
ラ
ク
テ
ア
ツ

ム
種
）

・ 

初
夏
に
径
9
〜
12
㎝
の
鮮
や
か
な
深

紅
の
大
き
な
花
を
咲
か
せ
ま
す
。
花

び
ら
は
4
〜
6
枚
で
、
基
部
に
黒
紫

の
鮮
明
な
斑
点
が
あ
り
ま
す
。
花
び

ら
の
す
ぐ
真
下
に
4
〜
6
枚
の
ハ
カ

マ
（
包
葉
）
が
あ
り
ま
す
。

・ 

草
丈
は
60
〜
１
０
０
㎝
で
、
葉
や
茎
全

体
が
白
く
硬
い
毛
で
覆
わ
れ
て
い
ま
す
。

・ 

葉
は
濃
緑
色
で
、
鳥
の
羽
の
よ
う
な

形
に
深
く
切
れ
込
ん
で
い
ま
す
。
地

面
に
近
い
部
分
の
葉
は
密
に
付
き
、

長
い
柄
が
あ
り
、
長
さ
は
柄
を
含
め

20
〜
25
㎝
で
す
。

・ 

つ
ぼ
み
の
表
面
に
は
、
硬
く
伏
し
た

毛
が
多
数
付
い
て
い
ま
す
。

・ 

果
実
は
表
面
に
毛
が
な
く
、
青
緑
色

で
す
。

▼
そ
の
他
＝
詳
し
く
は
、
県
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
（「
新
発
田 

大
麻
」
で
検
索
）

に
あ
る
「
大
麻
・
け
し
の
見
分
け
方
（
パ

ン
フ
レ
ッ
ト
）」
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

▼
問
い
合
わ
せ
＝
新
発
田
地
域
振
興
局 

医
薬
予
防
課
（
新
発
田
保
健
所
）

☎
０
２
５
４
‐
26
‐
９
６
５
１

電
話
番
号
の
記
載
の
な
い
市
役
所
・
各
支
所
・
公
民
館
等
の
連
絡
先
は
、
お
知
ら
せ
版
の
最
初
の
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
て
い
ま
す
。
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お
知
ら
せ

6
月
は

土
砂
災
害
防
止
月
間

　
日
頃
か
ら
気
象
情
報
等
を
確
認
し
、

大
雨
に
よ
る
土
砂
災
害
の
危
険
度
が
高

ま
っ
た
際
に
は
、
新
潟
県
と
新
潟
地
方
気

象
台
か
ら
発
表
さ
れ
る
土
砂
災
害
警
戒

情
報
を
避
難
行
動
の
目
安
に
し
、
危
険

を
感
じ
た
ら
、
す
ぐ
に
避
難
し
ま
し
ょ
う
。

　
山
や
崖
、
川
な
ど
で
異
常
な
箇
所
を

見
つ
け
た
ら
、
す
ぐ
に
市
役
所
危
機
管

理
課
ま
た
は
新
発
田
地
域
振
興
局
地
域

整
備
部
へ
連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。

▼
問
い
合
わ
せ

・ 

危
機
管
理
課 

地
域
安
全
係
（
内
線

２
２
３
１
）

・ 

新
発
田
地
域
振
興
局 

地
域
整
備
部 

庶
務
課

・
☎
０
２
５
４
‐
26
‐
９
１
８
９

東
北
電
力
か
ら
の
お
願
い

　
発
電
所
や
ダ
ム
か
ら
水
を
流
し
た
と

き
の
水
難
事
故
を
防
ぐ
た
め
、
各
所
に

注
意
札
を
立
て
て
い
ま
す
。

　
水
を
流
す
と
き
は
、
ス
ピ
ー
カ
ー
や

サ
イ
レ
ン
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。
河
原

に
い
る
人
は
危
険
で
す
か
ら
、
す
ぐ
安

全
な
場
所
に
移
動
し
て
く
だ
さ
い
。

▼
次
の
と
き
に
ス
ピ
ー
カ
ー
を
鳴
ら
し

ま
す

① 

ダ
ム
か
ら
初
め
て
水
を
流
す
約
10
分

前
② 

発
電
所
か
ら
初
め
て
水
を
流
す
約
10

分
前

③ 

発
電
所
の
出
力
を
増
や
し
、
水
を
多

く
流
す
と
き

〔
放
送
内
容
〕
…
「
こ
ち
ら
は
東
北
電
力

揚
川
ダ
ム
で
す
。
今
か
ら
川
の
水
が
急

に
増
え
ま
す
。
河
原
に
い
る
人
は
危
険

で
す
か
ら
、
す
ぐ
上
が
っ
て
く
だ
さ
い
」

▼
次
の
と
き
は
サ
イ
レ
ン
を
鳴
ら
し
ま
す

① 
ダ
ム
の
流
入
量
が
毎

秒
１
５
０
０
㎥
に
達

し
た
と
き

② 

ダ
ム
の
流
入
量
が
毎

秒
３
０
０
０
㎥
（
洪

水
量
）
に
達
し
た
と

き
③ 

ダ
ム
の
流
入
量
が
洪

水
量
オ
ー
バ
ー
後
、

毎
秒
１
０
０
０
㎥
増

加
ご
と

〔
警
報
内
容
〕

　
下
図
の
と
お
り
サ
イ

レ
ン
を
鳴
ら
し
ま
す
。

▼
そ
の
他
＝
東
北
電
力
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

（「
阿
賀
野
川
水
系
ダ
ム
情
報
」で
検
索
）

か
ら
阿
賀
野
川
水
系
の
ダ
ム
の
状
況
を

確
認
で
き
ま
す
。

▼
問
い
合
わ
せ

・ 

東
北
電
力
㈱ 

会
津
技
術
セ
ン
タ
ー

制
御
所

・ 

☎
０
２
４
２
‐
22
‐
２
２
２
０

・ 

阿
賀
野
川
ダ
ム
管
理
所

　

・ 

☎
０
２
４
１
‐
47
‐
２
０
０
６

松
く
い
虫
航
空
防
除
（
空

中
散
布
）
を
実
施
し
ま
す

　
松
く
い
虫
に
よ
る
被
害
か
ら
松
の
木

を
守
る
た
め
、
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
に
よ
る

薬
剤
散
布
を
実
施
し
ま
す
。

　
散
布
当
日
に
お
け
る
野
外
作
業
な
ど

は
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。
散
布
後
2
週

間
程
度
は
、
散
布
区
域
へ
の
入
山
や
山

菜
等
の
採
取
は
避
け
る
よ
う
お
願
い
し

ま
す
。

▼
日
時
＝
6
月
6
日
（
火
）
午
前
4
時

30
分
〜
7
時

※ 

当
日
の
天
候
・
気
象
条
件
等
に
よ
り

日
程
・
時
間
が
変
更
に
な
る
場
合
が

あ
り
ま
す
。

▼
散
布
区
域
＝
笹
神
五
頭
ゴ
ル
フ
倶
楽

部
周
辺
（
約
30
ヘ
ク
タ
ー
ル
）

▼
問
い
合
わ
せ
＝
笹
神
五
頭
ゴ
ル
フ
倶

楽
部 

管
理
部

　
☎
62
‐
１
７
８
０

空
き
地
の
適
正
管
理
を

お
願
い
し
ま
す

　
所
有
（
管
理
）
す
る
土
地
に
雑
草
や

樹
木
が
繁
茂
し
て
い
ま
せ
ん
か
？

　
空
き
地
な
ど
に
草
木
が
繁
茂
す
る

と
、
害
虫
の
発
生
や
不
法
投
棄
誘
発
の

原
因
と
な
る
た
め
、
生
活
環
境
が
悪
化

し
、
周
囲
に
迷
惑
を
掛
け
る
こ
と
に
な

り
ま
す
。

　
不
法
投
棄
者
が
不
明
の
場
合
は
、
所

有
（
管
理
）
者
の
責
任
で
ご
み
を
撤
去
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

◎ 

空
き
地
は
所
有
（
管
理
）
者
が
適
正

に
管
理
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん

　
特
に
雑
草
は
梅
雨
の
時
期
に
成
長
の

勢
い
が
増
し
、
秋
ま
で
成
長
を
続
け
ま

す
。
空
き
地
な
ど
の
所
有
（
管
理
）
者

は
、
草
木
の
種
類
や
成
長
に
応
じ
て
、

自
分
で
、
ま
た
は
業
者
な
ど
に
依
頼
し

て
、
定
期
的
に
草
刈
り
や
剪せ

ん

定て
い

作
業
な

ど
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

　
刈
り
取
っ
た
草
木
の
処
理
方
法
や
依

頼
す
る
業
者
が
分
か
ら
な
い
場
合
は
、

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

◎ 

不
法
投
棄
さ
れ
や
す
い
傾
向
の
土
地

が
あ
り
ま
す

　
人
目
に
付
き
に
く
く
、
柵
・
囲
い
の

な
い
場
所
や
雑
草
が
生
い
茂
る
場
所
な

ど
は
不
法
投
棄
さ
れ
や
す
い
傾
向
が
あ

り
ま
す
。
予
防
策
と
し
て
侵
入
防
止
柵

の
設
置
や
定
期
的
な
確
認
、
草
刈
り
・

清
掃
な
ど
を
行
う
こ
と
で
、
不
法
投
棄

者
に
「
捨
て
に
く
い
場
所
」
の
印
象
を

与
え
る
こ
と
が
重
要
で
す
。

▼
問
い
合
わ
せ
＝
市
民
生
活
課 

環
境

係
（
内
線
２
１
０
６
・
２
１
０
８
）

河
川
の
伐
採
木
を

無
料
配
布
し
ま
す

　
県
が
管
理
す
る
河
川
の
伐
採
木
を
無

料
で
配
布
し
ま
す
。

　
詳
し
く
は
、
新
潟
県
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
（h

ttp
://w
w
w
.p
ref.n
iig
ata.lg

.jp
/

sh
ib
ata_
se
ib
i/

）
を
ご
覧
に
な
る
か
、

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

▼
日
時
＝
6
月
10
日（
土
）〜
13
日（
火
）

午
前
9
時
〜
午
後
4
時

▼
場
所

・ 

新
発
田
市
上
新
保
地
内
（
加
治
川
左
岸
）

・ 

胎
内
市
清
水
地
内
（
胎
内
川
左
岸
）

▼
対
象
者
＝
ま
き
な
ど
を
自
家
消
費
す

る
人
（
営
利
目
的
の
人
に
は
配
布
で
き

ま
せ
ん
）

▼
料
金
＝
無
料
。
た
だ
し
、
積
み
込
み

や
運
搬
に
掛
か
る
費
用
は
個
人
負
担
。

▼
そ
の
他

・ 

当
日
の
受
付
の
み
で
、
申
し
込
み
は

不
要
で
す
。

・ 

伐
採
木
を
集
積
し
て
い
ま
す
の
で
、

各
自
で
積
み
込
ん
で
く
だ
さ
い
。
積

み
込
み
の
際
は
、
け
が
な
ど
に
十
分

注
意
の
上
、
伐
採
木
が
散
乱
し
な
い

よ
う
作
業
を
し
て
く
だ
さ
い
。

▼
問
い
合
わ
せ
＝
新
発
田
地
域
振
興
局 

地
域
整
備
部 

治
水
課

☎
０
２
５
４
‐
22
‐
５
１
１
３

ご
存
じ
で
す
か
？

国
民
年
金
基
金

　
国
民
年
金
基
金
は
、
老
後
に
受
け
取

る
国
民
年
金
（
老
齢
基
礎
年
金
）
の
不

足
分
を
補
う
た
め
の
上
乗
せ
年
金
と
し

て
創
設
さ
れ
、
希
望
者
が
加
入
す
る
公

的
な
年
金
制
度
で
す
。

　
国
民
年
金
の
第
1
号
被
保
険
者
で
保

険
料
を
納
め
て
い
る
20
歳
以
上
60
歳
未

満
の
人
や
、
60
歳
以
上
65
歳
未
満
で
国

民
年
金
に
任
意
加
入
し
て
い
る
人
が
加

入
で
き
ま
す
。

▼
問
い
合
わ
せ
＝
新
潟
県
国
民
年
金
基

金
　
☎
０
１
２
０
‐
65
‐
４
１
９
２

サイレン

■■■■
50 秒

サイレン

■■■■
50 秒

サイレン

■■■■
50 秒

10 秒
休み

10 秒
休み

電
話
番
号
の
記
載
の
な
い
市
役
所
・
各
支
所
・
公
民
館
等
の
連
絡
先
は
、
お
知
ら
せ
版
の
最
初
の
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
て
い
ま
す
。

平成 28 年度下半期寄付採納報告

　ご寄付・ご寄贈、感謝申し上げます。（敬称略）

寄附月日 寄付者 採納物件 採納目的・場所

10 月 06 日 関川信之 書、水墨画（軸装）9幅 阿賀野市

10 月 11 日 山崎茂
そろばん 5面、展示用そろばん冊子 1
冊

歴史資料

10 月 12 日 斎藤久美子
公図（駒林）32 点、地図 6 点、宅地
図面 1点

歴史資料

10 月 18 日 松尾徳一 火除土手の写真 1点 歴史資料

10 月 21 日 阿賀野ライオンズクラブ 時計 1点 水原総合体育館

10 月 26 日 望月正夫 絵画 1点 あがの市民病院

11 月 07 日 齋藤縁 水彩画「じゅんさいの集い」1点 阿賀野市

11 月 15 日 須藤勝男 絵画 1点 あがの市民病院

12 月 01 日 須藤勝男 絵画 1点 阿賀野市

12 月 08 日 齋藤縁 絵画 2点 あがの市民病院

12 月 08 日 齋藤縁 絵画 1点 阿賀野市

12 月 09 日
株式会社エスポアール
最高顧問　グループ会長　杉山元巳

100,000 円
子どもたちの
育成目的資金

12 月 12 日
東北電力株式会社新発田営業所
所長　本間裕士

街路灯（LED10VA ／自動点滅器・電
柱取付バンド・取付器具付き）20 灯

阿賀野市

12 月 12 日 辰巳嘉道 絵画 1点 阿賀野市

12 月 13 日
株式会社第四銀行・共栄エンジニアリ
ング株式会社の共同寄付

テント 1張、テントウエイト 6個 神山小学校

12 月 14 日
京ヶ瀬幼稚園父母と教師の会
会長　阿部秀文

雨に強いタープ（テント）2 張、
LaQPax264（ブロック）1セット

京ヶ瀬幼稚園

12 月 19 日
あがの市民病院
病院祭実行委員長　尾﨑進

25,250 円 高齢福祉資金

12 月 20 日
株式会社第四銀行・新潟特殊企業株式
会社の共同寄付

100,000 円
阿賀野市「若者
の定着」資金

12 月 21 日
日本生命新潟支社
営業部長　深森秀一

小学生向け DVD「食育編」、「リサイク
ル編」20 枚

市教育委員会

12 月 22 日
明間隆雄と愉快な仲間たち
実行委員長　神田登志夫

41,067 円
子どもたちの
育成目的資金

12 月 27 日
株式会社葵建設工業
代表取締役　本田新作

レギュラーテント 1張、低音オルガン
バスマスター 1台

京ヶ瀬小学校

01 月 10 日
赤坂小学校 PTA 会長
保護者代表　佐藤政輝

ミニジャンピングボード 2台 赤坂小学校

02 月 08 日 鈴木武夫 結桜 1本 あがの市民病院

02 月 15 日
水原小学校父母と教師の会
会長　丸山正孝

児童図書 手塚治虫全集 1セット、ま
んが 47 都道府県研究レポート 2セッ
ト、世界の名作絵本 Aセット 1セット、
その他 34 セット

水原小学校

03 月 02 日
有限会社水原衛生社
代表取締役　加藤宏隆

絵画 1点 水原中学校

03 月 17 日
越後桜酒造株式会社
取締役会長　小山景市

300,000 円
子どもたちの
育成目的資金

03 月 21 日

さくらの街信用組合
理事長　長谷川信一
新潟県信用組合　会長　長谷川了
株式会社オリエントコーポレーション
代表取締役　河野雅明

100,000 円 福祉目的資金

03 月 29 日 株式会社原信水原店　店長　石川洋行 26,536 円 福祉目的資金

■問い合わせ＝管財課 財産管理係（内線 2363）
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電
話
番
号
の
記
載
の
な
い
市
役
所
・
各
支
所
・
公
民
館
等
の
連
絡
先
は
、
お
知
ら
せ
版
の
最
初
の
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
て
い
ま
す
。

お
知
ら
せ

安
田
Ｂ
＆
Ｇ
海
洋
セ
ン
タ
ー

水
泳
プ
ー
ル
オ
ー
プ
ン

▼
開
館
期
間
＝
6
月
24
日
（
土
）
〜
8

月
27
日
（
日
）

※ 

7
月
23
日
（
日
）
ま
で
は
毎
週
土
曜
・

日
曜
・
祝
日
の
み
、
7
月
25
日
（
火
）

以
降
は
月
曜
を
除
く
毎
日
営
業

▼
開
館
時
間

・ 

午
前
の
部
…
午
前
9
時
〜
正
午

・ 

午
後
の
部
…
午
後
1
時
〜
5
時

▼
使
用
料

・ 

中
学
生
以
下
…
１
０
０
円
（
幼
児
無
料
）

・ 

高
校
生
以
上
…
２
０
０
円

▼
そ
の
他
＝
毎
週
水
曜
を
「
水
の
日
チ
ャ

レ
ン
ジ
!!
」
の
日
と
し
て
、
歩
い
た
り
泳

い
だ
り
で
き
る
コ
ー
ス
を
設
け
ま
す
。

▼
問
い
合
わ
せ
＝
安
田
公
民
館

6
月
は

い
じ
め
見
逃
し
ゼ
ロ

強
調
月
間
で
す

　
県
で
は
、
学
校
・
家
庭
・
地
域
が
連

携
し
て
、
い
じ
め
を
は
じ
め
と
す
る
生

徒
指
導
上
の
諸
問
題
の
解
消
と
未
然
防

止
に
社
会
全
体
で
取
り
組
む
こ
と
を
目

標
に「
い
じ
め
見
逃
し
ゼ
ロ
県
民
運
動
」

を
展
開
し
て
い
ま
す
。

　「
深
め
よ
う 

絆 

に
い
が
た
県
民
会

議
」
で
は
、
こ
の
運
動
の
趣
旨
を
よ
り

多
く
の
皆
さ
ん
に
理
解
し
て
も
ら
い
、

県
民
総
ぐ
る
み
の
運
動
に
な
る
よ
う
取

り
組
み
を
推
進
し
て
い
ま
す
。

　
市
で
も
、
市
内
全
て
の
学
校
で
「
い

じ
め
見
逃
し
ゼ
ロ
ス
ク
ー
ル
集
会
」
を

開
催
し
、
6
月
と
10
月
を
「
い
じ
め
見

逃
し
ゼ
ロ
強
調
月
間
」
と
し
て
取
り
組

み
の
充
実
を
図
る
な
ど
、
こ
の
運
動
を

推
進
し
て
い
ま
す
。

　
今
後
も
こ
の
運
動
に
ご
理
解
と
ご
協

力
を
お
願
い
し
ま
す
。

▼
問
い
合
わ
せ
＝
学
校
教
育
課 

学
校

支
援
第
二
係

教
科
書
展
示
会

　
平
成
30
年
度
に
全
国
で
使
用
す
る
小

中
学
校
、
高
等
学
校
等
の
教
科
書
を
展

示
し
ま
す
。
ど
な
た
で
も
自
由
に
閲
覧

で
き
ま
す
。

▼
展
示
期
間
＝
6
月
16
日
（
金
）
〜
7

月
2
日
（
日
）
※
月
曜
を
除
く

▼
閲
覧
時
間
＝
午
前
9
時
〜
午
後
8
時

▼
会
場
＝
新
発
田
市
生
涯
学
習
セ
ン

タ
ー
1
階
ロ
ビ
ー
「
仮
設
展
示
場
」（
新

発
田
市
中
央
町
5
‐
8
‐
47
）

▼
問
い
合
わ
せ

新
発
田
教
科
書
セ
ン
タ
ー
（
新
発
田
市

教
育
委
員
会
学
校
教
育
課
内
）　

☎
０
２
５
４
‐
22
‐
９
５
３
２

一
緒
に
お
し
ゃ
べ
り
し
ま
せ
ん
か
？

ピ
ア
♡
た
ま
り
場

　「
ピ
ア
♡
た
ま
り
場
」
は
、
阿
賀
野

市
・
五
泉
市
・
阿
賀
町
の
精
神
疾
患
の

あ
る
人
が
集
ま
り
、
お
互
い
に
支
え
合

い
、
仲
間
づ
く
り
を
す
る
場
所
で
す
。

　
近
況
や
日
頃
の
悩
み
な
ど
、
同
じ
立

場
の
仲
間
と
気
軽
に
お
し
ゃ
べ
り
し
て

み
ま
せ
ん
か
？

▼
日
時
＝
6
月
3
日
（
土
）
午
後
2
時

〜
3
時
30
分（
午
後
1
時
40
分
〜
受
付
）

▼
会
場
＝
五
泉
市
福
祉
会
館
3
階
「
研

修
室
」（
五
泉
市
太
田
１
０
９
２
‐
1
）

▼
参
加
費
＝
１
０
０
円

▼
そ
の
他
＝
申
し
込
み
不
要
。
飲
み
物

は
各
自
持
参

▼
問
い
合
わ
せ
＝
障
が
い
者
基
幹
相
談

支
援
セ
ン
タ
ー

　
☎
61
‐
２
４
８
８

ひ
と
り
で
悩
ん
で
い
な
い
で

「
心こ

こ

カ
フ
ェ
絆
」
に

話
し
に
来
ま
せ
ん
か

　「
何
と
な
く
学
校
に
行
き
た
く
な
い
」

「
う
ち
か
ら
出
ら
れ
な
い
」「
仕
事
に
就

く
気
に
な
れ
な
い
」
…
。
こ
の
よ
う
な

こ
と
で
悩
ん
で
い
る
人
や
そ
の
家
族
の

皆
さ
ん
が
気
軽
に
集
ま
り
、
安
心
し
て

気
持
ち
を
語
り
合
え
る
お
し
ゃ
べ
り
の

場
で
す
。

　
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
は
厳
守
し
ま
す
。
気

軽
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

▼
日
時
＝
6
月
4
日
（
日
）
午
前
10
時

〜
正
午

※ 

都
合
の
つ
く
時
間
に
お
越
し
く
だ
さ

い
。

※ 

開
催
日
は
、
偶
数
月
が
第
2
日
曜
の

午
前
10
時
〜
正
午
、
奇
数
月
が
第
2

金
曜
の
午
後
7
時
〜
9
時
で
す
。
6

月
の
み
第
1
日
曜
に
開
催
し
ま
す
の

で
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

▼
会
場
＝
天
朝
山
文
化
交
流
の
家

▼
参
加
費
＝
１
０
０
円
（
茶
菓
代
）

▼
問
い
合
わ
せ
＝
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
市
民
ネ
ッ

ト
あ
が
の
　
蛭え

び

子す

　
☎
62
‐
０
６
４
９

聞
い
て
み
ま
せ
ん
か

お
薬
の
は
な
し

　
薬
剤
師
が
訪
問
し
て
薬
に
関
す
る
話

を
し
ま
す
。
気
軽
に
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

▼
話
の
内
容
＝
薬
の
知
識
、
漢
方
薬
・

薬
草
、
高
齢
者
の
病
気
と
薬
、
健
康
管

理
、ス
ポ
ー
ツ
と
薬
な
ど
、要
望
の
テ
ー

マ
で
お
話
し
し
ま
す
。

▼
対
象
者
＝
市
民
の
団
体
・
サ
ー
ク
ル

な
ど
（
少
人
数
で
も
可
）

▼
費
用
＝
新
潟
県
か
ら
の
委
託
事
業
の

た
め
、
講
師
費
用
は
不
要
。
会
場
は
依

頼
者
の
負
担
で
準
備
し
て
く
だ
さ
い
。

▼
申
込
方
法
＝
講
師
の
日
程
調
整
の
た

め
、
開
催
予
定
日
の
1
か
月
前
ま
で
を

目
安
に
電
話
で
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
。
申
し
込
み
用
紙
を
送
付
し
ま
す
。

※ 

日
程
の
都
合
で
希
望
に
沿
え
な
い
場

合
が
あ
り
ま
す
。

▼
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

（
公
社
）
新
潟
県
薬
剤
師
会
事
務
局

☎
０
２
５
‐
２
８
１
‐
７
７
３
０

献
血
に
ご
協
力
く
だ
さ
い

　
県
内
で
は
1
日
当
た
り
約
３
０
０
人

分
の
献
血
が
必
要
で
す
。
皆
さ
ん
の
協

力
を
お
願
い
し
ま
す
。

▼
日
時
＝
6
月
18
日
（
日
）
午
前
9
時

15
分
〜
11
時
45
分
、
午
後
1
時
〜
3
時

15
分

▼
会
場
＝
第
36
回
瓢
湖
あ
や
め
ま
つ
り

会
場

▼
協
力
団
体
＝
市
観
光
協
会
、
阿
賀
野

ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ

▼
そ
の
他
＝
希
望
者
に
は
骨
髄
バ
ン
ク

の
ド
ナ
ー
登
録
も
受
け
付
け
ま
す
。

▼
問
い
合
わ
せ
＝
健
康
推
進
課 

健
康

づ
く
り
係
（
内
線
２
６
３
５
）

守
ろ
う
！ 

電
波
の
ル
ー
ル

　
6
月
1
日
（
木
）
か
ら
10
日
（
土
）

ま
で
は
、「
電
波
利
用
環
境
保
護
周
知

啓
発
強
化
期
間
」
で
す
。

　
私
た
ち
み
ん
な
の
財
産
で
あ
る
電
波

の
良
好
な
利
用
環
境
を
守
る
た
め
、
不

法
無
線
局
を
な
く
し
、
電
波
を
正
し
く

使
い
ま
し
ょ
う
。

　
電
波
に
関
す
る
こ
と
は
、
総
務
省
信

越
総
合
通
信
局
ま
で
気
軽
に
相
談
し
て

く
だ
さ
い
。

▼
問
い
合
わ
せ

○ 

無
線
設
備
へ
の
混
信
・
妨
害
や
違
法

な
無
線
設
備
の
情
報
に
関
す
る
こ
と

　
監
視
調
査
課

　
☎
０
２
６
‐
２
３
４
‐
９
９
７
６

○ 

テ
レ
ビ
・
ラ
ジ
オ
な
ど
放
送
の
受
信

障
害
に
関
す
る
こ
と

　
受
信
障
害
対
策
官

　
☎
０
２
６
‐
２
３
４
‐
９
９
９
１

4 月 20 日入札 建設工事等発注状況

工事（委託業務・物品）名 請負（納入）業者 請負（納入）金額 落札率 入札方法 期間 入札者数

京ヶ瀬小学校プールサイドバルブ改
修工事

㈱三京 2,268,000 円 87.5% 指名競争 H29.05.31 5

籠田 -1 マンホールポンプ設備 No.1
ポンプ交換

㈱都市環境 529,200 円 89.1% 指名競争 45 日間 3

安田 B&G 海洋センタープールろ過循
環配管修繕

安田設備工業㈱ 1,080,000 円 97.1% 指名競争 H29.05.23 3

笹神支所清掃総合管理業務委託
㈱ダスキン白鳥 
ダスキン道下支店

1,547,100 円 100.0% 指名競争 H30.03.31 4

笹神支所コミュニティパーク管理業
務委託

坂井寸梢園 1,890,000 円 93.2% 指名競争 H30.03.31 8

庁舎樹木維持管理業務 ㈲新光園 1,306,800 円 97.6% 指名競争 H30.03.31 8

村北遺跡維持管理業務委託（その 2） ㈱帆苅組 1,393,200 円 98.5% 指名競争 45 日間 3

野地城中潟線物件補償再算定業務委託 ㈱岩測設計 615,600 円 96.6% 指名競争 30 日間 3

環境センター粗大ごみ処理業務委託
（一社）阿賀野
市環境事業公社

342,799円／月 99.9% 指名競争 2年間 3

平成 29 年度阿賀野市敬老会祝賀会場
設営業務委託

中央イベント
リース㈱

1,274,400 円 91.7% 指名競争 H29.09.30 2

安田 B&G 海洋センタープール上屋
シート取付撤去等業務委託

㈱阿賀建設 1,004,400 円 96.9% 指名競争 H29.09.15 4

証明書発行機賃貸借 ㈱白善商店 39,420 円／月 91.3% 指名競争 5年間 2

安田浄化センター水処理・汚泥処理
用薬品購入

㈱都市環境 3,056,799 円 81.0% 指名競争 H30.03.31 5

家庭用可燃ごみ処理券印刷 ㈱白善商店 1,657,800 円 79.0% 指名競争 H29.11.30 5

4 月 27 日入札

工事（委託業務・物品）名 請負（納入）業者 請負（納入）金額 落札率 入札方法 期間 入札者数

ごみ処理施設機能改善工事 施設工業㈱ 6,696,000 円 85.7%
制限付
一般競争

H30.03.31 1

御巡幸線拡幅改良工事 ㈱ KOBAKEN 2,559,600 円 94.4% 指名競争 75 日間 5

安田浄化センター 1系 3 号返送汚泥
ポンプインバータ交換

メタウォーター㈱
首都圏北部営業部

864,000 円 87.9% 指名競争 150 日間 3

リズム・ハウス瓢湖洋式便器洗浄便
座取付

㈱松田設備工業 561,600 円 94.0% 指名競争 30 日間 4

阿賀野川堤防道路除草業務委託（第
1工区）

㈲中野建設 1,674,000 円 96.3% 指名競争 H29.10.31 5

阿賀野川堤防道路除草業務委託（第
2工区）

㈲安田土木 4,752,000 円 100.0% 指名競争 H29.10.31 6

阿賀野市議会本会議会議録印刷製本
等業務委託

㈱会議録セン
ター

2,216,160 円 100.0% 指名競争 H30.03.31 2

防災行政無線保守点検業務委託 ㈱興和電気 5,616,000 円 96.3% 指名競争 H30.03.31 4

公用車（軽乗用）購入
㈱佐藤モーター
ス

786,100 円 83.1% 指名競争 H29.06.10 2

公用車（軽貨物車 2ＷＤ）購入
㈱佐藤モーター
ス

1,009,950 円 85.5% 指名競争 H29.06.10 2

公用車（軽貨物車 4ＷＤ）購入（2台）
㈱佐藤モーター
ス

2,181,900 円 82.8% 指名競争 H29.06.10 2

公用車賃貸借
㈱佐藤モーター
ス

56,800 円／月 60.2% 指名競争 5年間 2

「公共工事の入札及び契約の適正化の促進に関する法律」（平成 13 年 4月 1日施行）に基づき公表するものです。

■問い合わせ＝管財課 入札契約係（内線 2362）
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電
話
番
号
の
記
載
の
な
い
市
役
所
・
各
支
所
・
公
民
館
等
の
連
絡
先
は
、
お
知
ら
せ
版
の
最
初
の
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
て
い
ま
す
。

お
知
ら
せ

や
す
だ
ス
タ
ン
プ
シ
ー
ル

利
用
・
交
換
期
限
は

８
月
31
日
（
木
）
で
す

　
や
す
だ
ス
タ
ン
プ
シ
ー
ル
の
配
布

は
、
5
月
31
日
を
も
っ
て
終
了
し
ま
し

た
。

　
や
す
だ
ス
タ
ン
プ
シ
ー
ル
を
持
っ
て

い
る
人
は
、
8
月
31
日
（
木
）
ま
で
に

利
用
ま
た
は
交
換
し
て
く
だ
さ
い
。

　
6
月
か
ら
は
、
や
す
だ
ス
タ
ン
プ
加

盟
店
15
店
舗
中
14
店
舗
で
、
あ
が
の
ポ

イ
ン
ト
カ
ー
ド
（
Ａ
Ｐ
Ｏ
カ
ー
ド
）
が

使
え
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

▼
利
用
・
交
換
方
法

・ 

ス
タ
ン
プ
シ
ー
ル
３
０
０
枚
…

５
０
０
円
分
と
し
て
、
や
す
だ
ス
タ

ン
プ
全
加
盟
店
で
利
用
、
ま
た
は
、

さ
く
ら
の
街
信
用
組
合
安
田
支
店（
保

田
１
７
４
９
‐
2
）
で
預
金
口
座
に

振
り
込
み

・ 

ス
タ
ン
プ
シ
ー
ル
３
０
０
枚
未
満
：

安
田
商
工
会
（
保
田
３
７
２
６
‐
7
）

ま
た
は
寺
久
保
商
店
（
保
田
１
７
９
３

‐
2
）
で
ス
タ
ン
プ
シ
ー
ル
1
枚
に
つ

き
1
あ
が
の
ポ
イ
ン
ト
に
交
換

▼
問
い
合
わ
せ

○ 

や
す
だ
ス
タ
ン
プ
シ
ー
ル
に
関
す
る

こ
と

　 

や
す
だ
ス
タ
ン
プ
会
（
安
田
商
工
会

内
）　
☎
68
‐
２
２
０
８

○ 

あ
が
の
ポ
イ
ン
ト
カ
ー
ド
に
関
す
る

こ
と

　 

あ
が
の
プ
ラ
ッ
ト
株
式
会
社
（
岡
山

町
5
‐
15
）　
☎
62
‐
３
３
２
５

6
月
・
7
月
は

学
卒
者
求
人
確
保

強
化
月
間
で
す

　
3
月
卒
の
就
職
内
定
率
（
3
月
31
日

現
在
）
は
、
高
校
生
で
１
０
０
％
、
大

学
生
等
で
96
・
2
％
と
な
っ
て
い
ま
す
。

平
成
27
年
度
に
続
い
て
高
い
水
準
と
な

り
ま
し
た
が
、
県
内
企
業
へ
の
就
職
割

合
は
高
校
生
で
改
善
し
た
も
の
の
、
大

学
生
等
で
や
や
低
下
傾
向
に
あ
り
ま

す
。

　
こ
の
よ
う
な
中
、
県
内
企
業
に
就
職

す
る
若
者
を
増
や
す
と
と
も
に
、
企
業

力
ア
ッ
プ
に
向
け
て
「
の
び
の
び
育
つ

若
い
力
」
を
確
保
す
る
た
め
に
、
事
業

主
の
皆
さ
ん
は
、
平
成
30
年
3
月
の
学

卒
者
へ
の
早
期
求
人
申
し
込
み
に
ご
理

解
・
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
求
人
の
申
し
込
み
は
、
最
寄
り
の
ハ

ロ
ー
ワ
ー
ク
に
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
。

◎
人
材
確
保
の
ポ
イ
ン
ト

・ 

高
校
生
は
1
次
応
募
企
業
の
選
定
に

当
た
り
、
6
月
末
ま
で
の
「
求
人
情

報
（
第
一
報
）」
を
基
に
求
人
票
を
閲

覧
し
、
夏
休
み
に
職
場
見
学
な
ど
を

行
っ
て
応
募
先
を
決
定
し
て
い
ま
す
。

平
成
28
年
10
月
31
日
現
在
に
お
け
る

就
職
内
定
率
は
85
・
4
％
で
、
高
校

生
の
多
く
が
こ
の
時
期
に
就
職
先
を

決
定
し
て
い
ま
す
。
6
月
中
を
目
安

に
、
遅
く
と
も
７
月
中
に
は
求
人
票

を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

・ 

求
人
は
新
卒
者
に
限
ら
ず
、
3
年
以

内
の
既
卒
者
へ
も
応
募
を
拡
大
し
て

く
だ
さ
い
。
幅
広
く
選
考
を
行
い
、

応
募
者
の
意
欲
や
能
力
を
見
極
め
て

人
材
確
保
に
つ
な
げ
て
く
だ
さ
い
。

・ 

求
人
倍
率
が
上
昇
し
て
い
る
こ
と
か

ら
、
募
集
職
種
や
仕
事
の
内
容
、
労

働
条
件
な
ど
、
応
募
に
つ
な
が
る
魅

力
あ
る
求
人
票
を
提
出
し
て
く
だ
さ

い
。

▼
問
い
合
わ
せ

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
新
発
田

　

☎
０
２
５
４
‐
27
‐
６
６
７
７

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

入
会
希
望
者
説
明
会

　
長
年
培
っ
た
知
識
や
経
験
を
生
か
し

て
み
ま
せ
ん
か
？

　
ま
ず
は
説
明
会
に

お
越
し
く
だ
さ
い
。

▼
日
時
＝
6
月
8
日
（
木
）、
7
月
13

日
（
木
）
午
前
10
時
〜
11
時
30
分
（
毎

月
第
2
木
曜
）

▼
会
場
＝
福
祉
会
館
1
階
「
遊
戯
室
」

▼
対
象
者
＝
市
内
在
住
の
60
歳
以
上
で

働
く
意
欲
の
あ
る
人

▼
内
容
＝
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
の

事
業
紹
介
・
概
要
説
明

▼
そ
の
他
＝
申
し
込
み
不
要

▼
問
い
合
わ
せ
＝（
公
社
）市
シ
ル
バ
ー

人
材
セ
ン
タ
ー

　
☎
62
‐
１
３
６
５

募 

　
集 

新
潟
県
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ

受
入
企
業
を
募
集
し
ま
す

　
県
で
は
、
県
内
大
学
生
等
の
県
内
就

職
を
促
進
す
る
た
め
、
イ
ン
タ
ー
ン

シ
ッ
プ
事
業
の
新
規
受
入
企
業
を
募
集

し
て
い
ま
す
。

　
サ
ポ
ー
ト
会
社
が
受
入
プ
ロ
グ
ラ
ム

の
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
を
無
料
で
行
う

た
め
、
受
入
経
験
が
な
い
企
業
等
で
も

参
加
で
き
ま
す
。

▼
対
象
企
業
＝
県
内
に
事
業
所
が
あ
る

企
業
等

▼
参
加
者
＝
県
内
外
の
大
学
・
短
大
や

県
内
の
専
門
学
校
の
学
生

▼
受
入
時
期
＝
2
月
〜
3
月

▼
そ
の
他
＝
詳
し
く
は
、
市
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
（「
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
」
で

検
索
）
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

▼
問
い
合
わ
せ

新
潟
県 

大
学
・
私
学
振
興
課

☎
０
２
５
‐
２
８
０
‐
５
２
６
７

在
宅
介
護
者
の
つ
ど
い

　
介
護
者
同
士
の
情
報
交
換
な
ど
で
日

頃
の
介
護
の
悩
み
な
ど
を
語
り
合
い
、

リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
を
図
っ
て
み
ま
せ
ん

か
？

▼
日
時
＝
6
月
27
日
（
火
）
午
後
1
時

30
分
〜
3
時

▼
会
場
＝
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
城

の
う
ち

▼
対
象
者
＝
在
宅
で
介
護
を
し
て
い
る

人▼
内
容
＝
介
護
者
同
士
の
情
報
交
換
、

交
流
会

▼
参
加
費
＝
１
０
０
円
（
お
や
つ
代
）

▼
申
込
期
限
＝
6
月
23
日
（
金
）

▼
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
笹
神

☎
62
‐
４
１
４
３

瓢
湖
の
夏
を
彩
る

市
民
花
火
協
賛
金
募
集

　
市
民
花
火
実
行
委
員
会
で
は
、
水
原

ま
つ
り
瓢
湖
大
花
火
大
会
の
華
「
フ
ァ

イ
ナ
ル
ス
タ
ー
マ
イ
ン
」
を
盛
大
に
行

う
た
め
、
市
民
の
皆
さ
ん
か
ら
花
火
の

協
賛
金
を
募
集
し
ま
す
。

▼
協
賛
金
＝
1
口
2
千
円
〜

▼
打
ち
上
げ
日
＝
8
月
25
日
（
金
）

※  

瓢
湖
大
花
火
大
会
の
フ
ァ
イ
ナ
ル
ス

タ
ー
マ
イ
ン
に
組
み
込
み
、
打
ち
上

げ
ま
す
。

▼
申
込
方
法
＝
市
内
の
取
り
ま
と
め
協

力
店
（
店
頭
に
表
示
）
ま
た
は
水
原
商

工
会
で
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。
プ
ロ
グ

ラ
ム
に
は
氏
名
の
ほ
か
、
20
字
以
内
で

メ
ッ
セ
ー
ジ
を
書
き
込
む
こ
と
が
で
き

ま
す
。

▼
申
込
期
限
＝
7
月
14
日
（
金
）

▼
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
＝
市
民
花

火
実
行
委
員
会
（
水
原
商
工
会
内
）　

☎
62
‐
２
０
４
７

阿
賀
野
市
職
員
を

募
集
し
ま
す

◎
一
般
行
政
職
（
上
級
試
験
）

▼
受
験
資
格
＝
昭
和
63
年
4
月
2
日
か

ら
平
成
8
年
4
月
1
日
ま
で
に
生
ま
れ

た
人

▼
採
用
予
定
人
員
＝
若
干
人

◎
保
健
師
（
上
級
試
験
）

▼
受
験
資
格

・ 

昭
和
63
年
4
月
2
日
以
降
に
生
ま
れ

た
人

・ 

保
健
師
免
許
を
有
す
る
人
ま
た
は
平

成
30
年
3
月
31
日
ま
で
に
資
格
取
得

見
込
み
の
人

▼
採
用
予
定
人
員
＝
1
人

◎
助
産
師
（
中
級
試
験
）

▼
受
験
資
格

・ 

昭
和
63
年
4
月
2
日
以
降
に
生
ま
れ

た
人

・ 

助
産
師
免
許
を
有
す
る
人
ま
た
は
平

成
30
年
3
月
31
日
ま
で
に
資
格
取
得

見
込
み
の
人

▼
採
用
予
定
人
員
＝
1
人

◎
共
通
事
項

▼
採
用
予
定
日
＝
平
成
30
年
4
月
1
日

▼
試
験
日
・
会
場

・ 

1
次
試
験
…
7
月
23
日
（
日
）
／
新

潟
県
自
治
会
館
（
新
潟
市
中
央
区
新

光
町
４
‐
１
）

・ 

2
次
試
験
…
9
月
／
阿
賀
野
市
役
所

※ 

い
ず
れ
も
予
定
。
詳
し
く
は
、
試
験

案
内
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

▼
応
募
方
法
＝
受
験
申
込
書
に
必
要
事

項
を
記
入
・
押
印
し
、写
真
（
上
半
身
正
面
、

無
帽
、
縦
4
㎝
×
横
3
㎝
）
1
枚
を
貼
り
、

他
の
2
枚
（
裏
面
に
氏
名
を
記
載
）
を
添

付
し
て
、
市
役
所
2
階
総
務
課
に
持
参

す
る
か
、
郵
送
で
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

※ 

郵
送
の
場
合
、
封
筒
に
は
「
職
員
採

用
試
験
申
込
書
在
中
」と
朱
書
き
し
、

書
留
等
の
確
実
な
方
法
を
と
っ
て
く

だ
さ
い
。

※ 

郵
送
に
よ
り
「
受
験
申
込
書
」
を
請

求
す
る
場
合
は
、
住
所
・
氏
名
・
受

験
申
込
書
を
請
求
す
る
旨
を
記
入

し
、返
信
用
角
形
2
号
封
筒（
１
４
０

円
切
手
を
貼
っ
た
も
の
）
を
同
封
し

て
く
だ
さ
い
。
受
験
申
込
書
は
、
市

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も
ダ
ウ
ン
ロ
ー

ド
で
き
ま
す
。

▼
受
付
期
限
＝
6
月
23
日
（
金
）（
郵
送

の
場
合
は
締
切
日
ま
で
の
消
印
有
効
）

▼
受
付
時
間
＝
午
前
8
時
30
分
〜
午
後

5
時
15
分
（
土
曜
・
日
曜
を
除
く
）

▼
提
出
・
問
い
合
わ
せ
＝
総
務
課 

人

事
係
（
内
線
２
２
７
１
）

〒
９
５
９
‐
２
０
９
２
（
住
所
不
要
）

産
業
経
済
振
興
基
本
計
画

検
討
委
員
会
委
員
を
募
集

▼
主
な
所
掌
事
務
＝
次
の
事
項
を
検
討

し
、
市
長
に
提
言
し
ま
す
。

・  

産
業
経
済
振
興
基
本
計
画
の
作
成
見

直
し
に
関
す
る
事
項

・  

産
業
経
済
振
興
基
本
計
画
の
進
捗
評

価
に
関
す
る
事
項

▼
応
募
資
格

・  

市
内
在
住
で
応
募
時
の
年
齢
が
20
歳

以
上
の
人

・  

市
の
付
属
機
関
等
の
公
募
委
員
に

な
っ
て
い
な
い
人

▼
募
集
人
員
＝
3
人

▼
任
期
＝
7
月
1
日
〜
平
成
32
年
6
月

30
日
（
3
年
間
）

▼
報
酬
額
＝
4
千
円
（
4
時
間
未
満
の

場
合
）

▼
応
募
方
法
＝
所
定
の
応
募
用
紙
に
必

要
事
項
を
記
入
の
上
、
市
役
所
3
階
商

工
観
光
課
へ
持
参
、
郵
送
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
、

電
子
メ
ー
ル
の
い
ず
れ
か
の
方
法
で
提

出
し
て
く
だ
さ
い
。
応
募
用
紙
は
商
工

観
光
課
に
あ
る
ほ
か
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

▼
募
集
期
限
＝
6
月
23
日
（
金
）
必
着

▼
選
考
方
法
＝
選
考
委
員
会
で
選
考
し

ま
す
。

▼
提
出
・
問
い
合
わ
せ
＝
商
工
観
光
課

商
工
振
興
係
（
内
線
２
３
５
１
）

〒
９
５
９
‐
２
０
９
２
（
住
所
不
要
）

Ⓕ
61
‐
２
０
３
７

  s
y
o
k
o
k
a
n
k
o
@
c
ity
.a
g
a
n
o
.

n
iig
ata.jp

平
成
29
年
度

税
務
職
員
採
用
試
験

　
税
務
署
や
国
税
局
で
「
税
の
ス
ペ

シ
ャ
リ
ス
ト
」
と
し
て
勤
務
す
る
税
務

職
員
（
国
家
公
務
員
）
を
募
集
し
ま
す
。

▼
受
験
資
格

① 

平
成
29
年
4
月
1
日
に
お
い
て
高
等

学
校
ま
た
は
中
等
教
育
学
校
を
卒
業

し
た
日
の
翌
日
か
ら
起
算
し
て
3
年

を
経
過
し
て
い
な
い
人
や
、
平
成
30

年
3
月
ま
で
に
高
等
学
校
ま
た
は
中

等
教
育
学
校
を
卒
業
見
込
み
の
人

② 

人
事
院
が
①
に
掲
げ
る
人
に
準
ず
る

と
認
め
る
人

▼
試
験
の
程
度
＝
高
等
学
校
卒
業
程
度

▼
申
込
方
法
等

○
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
申
し
込
み（
原
則
）

・ 

人
事
院
国
家
公
務
員
採
用
試
験
ホ
ー

ム

ペ

ー

ジ
（h

ttp
://w
w
w
.jin
ji-

sh
ike
n
.g
o
.jp
/ju
ke
n
.h
tm
l

）
へ
ア
ク

セ
ス
し
、
説
明
に
従
っ
て
入
力
し
て

く
だ
さ
い
。

・ 

受
付
期
間
…
6
月
19
日
（
月
）
午
前

9
時
〜
28
日
（
水
）
※
受
信
有
効

○ 

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
申
し
込
み
が
で
き

な
い
場
合
（
郵
送
ま
た
は
持
参
）

・ 

提
出
先
…
希
望
す
る
第
1
次
試
験
地

を
管
轄
す
る
人
事
院
各
地
方
事
務
局

・ 

詳
し
く
は
、
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

▼
試
験
日

・ 

第
1
次
試
験
日
…
9
月
3
日
（
日
）

・ 

第
2
次
試
験
日
…
10
月
11
日
（
水
）

〜
20
日
（
金
）
の
い
ず
れ
か
（
第
1

次
試
験
合
格
通
知
書
で
指
定
す
る
日

時
）

▼
合
格
者
発
表
日

・ 

第
1
次
試
験
合
格
者
…
10
月
5
日

（
木
）

・ 

最
終
合
格
者
…
11
月
14
日
（
火
）

▼
問
い
合
わ
せ

○ 

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
申
し
込
み
に
関
す

る
こ
と

 

人
事
院 

人
材
局 

試
験
課

　

☎
03
‐
３
５
８
１
‐
５
３
１
１
（
内
線

２
３
３
３
）
※
土
曜
・
日
曜
・
祝
日
を

除
く
午
前
9
時
30
分
〜
午
後
5
時

○ 
前
記
以
外
の
こ
と

 

関
東
信
越
国
税
局 

人
事
第
二
課 

試
験

係
　
☎
０
４
８
‐
６
０
０
‐
３
１
１
１

（
内
線
２
０
９
７
）
※
土
曜
・
日
曜
・
祝

日
を
除
く
午
前
8
時
30
分
〜
午
後
5
時

養
護
老
人
ホ
ー
ム
あ
や
め
寮

指
定
管
理
者
を

募
集
し
ま
す

　
養
護
老
人
ホ
ー
ム
あ
や
め
寮
の
運
営

は
、
こ
れ
ま
で
直
営
で
行
っ
て
き
ま
し

た
が
、
平
成
30
年
4
月
1
日
か
ら
民
間

の
経
営
手
法
や
ノ
ウ
ハ
ウ
を
活
用
し
た

指
定
管
理
者
制
度
を
導
入
し
ま
す
。

▼
指
定
予
定
期
間
＝
平
成
30
年
4
月
1

日
〜
平
成
35
年
3
月
31
日

▼
申
請
受
付
期
間
＝
7
月
24
日
（
月
）

〜
8
月
4
日
（
金
）

※ 

申
請
者
は
7
月
7
日
（
金
）
に
開
催

す
る
募
集
説
明
会
・
施
設
見
学
会
へ

の
参
加
が
必
要
で
す
。

▼
そ
の
他
＝
応
募
資
格
な
ど
詳
し
く

は
、
募
集
要
項
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。
募

集
要
項
は
、
新
発
田
地
域
老
人
福
祉
保

健
事
務
組
合
事
務
局
（
新
発
田
市
中
央

町
5
‐
4
‐
7
）
に
あ
る
ほ
か
、
新
発

田
地
域
広
域
事
務
組
合
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

か
ら
も
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

▼
提
出
・
問
い
合
わ
せ

新
発
田
地
域
老
人
福
祉
保
健
事
務
組
合 

事
務
局 

総
務
課

☎
０
２
５
４
‐
26
‐
１
５
０
１
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募 

　
集 

五
頭
自
然
学
校

参
加
者
募
集

◎
薫
製
作
り
と
ホ
タ
ル
観
察
キ
ャ
ン
プ

▼
日
時
＝
6
月
24
日
（
土
）
午
後
1
時

〜
25
日
（
日
）
午
後
1
時

▼
会
場
＝
五
頭
自
然
学
校
周
辺

▼
集
合
場
所
＝
五
頭
自
然
学
校
（
畑
江

33
）

▼
内
容
＝
ホ
タ
ル
の
生
態
を
勉
強
し
た

後
に
見
に
行
き
ま
す
。
薫
製
・
石
窯
ピ

ザ
作
り
や
田
ん
ぼ
の
生
き
物
観
察
な
ど

楽
し
さ
盛
り
だ
く
さ
ん
で
す
。

▼
定
員
＝
先
着
20
人

▼
参
加
費
＝
大
人
（
中
学
生
以
上
）
1
万

円
、
子
ど
も
（
5
歳
児
〜
小
学
生
）
8
千

円
（
2
人
目
以
降
半
額
。
食
事
3
食
・
保

険
料
・
熊
と
森
の
温
泉
入
浴
料
込
み
）

▼
服
装
・
持
ち
物
＝
運
動
靴
ま
た
は
長

靴
、
雨
具
、
帽
子
、
防
寒
具
、
マ
ッ
ト
、

寝
袋
ま
た
は
毛
布
、
懐
中
電
灯
、
筆
記

用
具
、
洗
面
用
具
、
食
器
類
（
コ
ッ
プ
・

皿
・
箸
・
お
椀
）、
水
筒
、
着
替
え
な
ど

▼
申
込
期
限
＝
6
月
23
日
（
金
）
正
午

▼
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
＝
（
一
社
）

五
頭
自
然
学
校

　
☎
47
‐
４
４
２
５

☎
０
９
０
‐
６
５
０
２
‐
５
５
２
３

ス
ポ
ー
ツ

ス
ポ
ー
ツ
＆
レ
ク
リ
エ
ー

シ
ョ
ン
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

　
い
ろ
い
ろ
な
ス
ポ
ー
ツ
を
体
験
し
て

み
よ
う
。

▼
日
時
＝
6
月
11
日
（
日
）
午
前
9
時

30
分
〜
午
後
3
時
30
分

▼
会
場
＝
水
原
総
合
体
育
館「
ア
リ
ー
ナ
」

▼
主
な
内
容
＝
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
、卓
球
、

ス
ト
ラ
ッ
ク
ア
ウ
ト
、
ス
ラ
ッ
グ
ラ
イ

ン
、ミ
ニ
ト
ラ
ン
ポ
リ
ン
、ミ
ニ
ウ
ォ
ー

ク
ラ
リ
ー
、
変
わ
り
種
自
転
車

▼
そ
の
他
＝
申
し
込
み
不
要

▼
主
催
＝
阿
賀
野
市
・
市
ス
ポ
ー
ツ
推

進
委
員
協
議
会

▼
問
い
合
わ
せ
＝
生
涯
学
習
課 
市
民

ス
ポ
ー
ツ
係

市
民
の
掲
示
板

す
い
ば
ら
こ
ど
も
食
堂

を
開
催
し
ま
す

　
子
ど
も
か
ら
高
齢
者
ま
で
、
自
由
に

楽
し
く
ご
飯
を
食
べ
ま
し
ょ
う
。

▼
日
時
＝
6
月
10
日
（
土
）
午
後
5
時

〜
7
時

▼
会
場
＝
お
ん
こ
茶
屋
（
中
央
町
1
‐

8
‐
3
）

▼
参
加
費
＝
子
ど
も
（
18
歳
未
満
）

1
０
０
円
、
大
人
３
０
０
円

▼
メ
ニ
ュ
ー
＝
カ
レ
ー
ラ
イ
ス

※
数
に
限
り
が
あ
り
ま
す
。

◎
食
材
の
提
供
者
を
募
集
し
ま
す

　
カ
レ
ー
ラ
イ
ス
の
食
材
（
カ
レ
ー
の

ル
ー
、
タ
マ
ネ
ギ
、
ジ
ャ
ガ
イ
モ
、
ニ

ン
ジ
ン
）
を
提
供
で
き
る
人
は
、
6
月

7
日
（
水
）
〜
9
日
（
金
）
の
午
前
10

時
〜
午
後
4
時
に
、
お
ん
こ
茶
屋
ま
で

持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

▼
問
い
合
わ
せ
＝
お
ん
こ
茶
屋

☎
62
‐
６
７
０
６

第
5
回
い
け
ば
な
和
泉
会

水
原
教
室
花
展

　
今
年
も
い
ろ
い
ろ
な
作
品
を
生
徒
一

同
張
り
き
っ
て
生
け
ま
す
。

▼
日
時
＝
6
月
10
日
（
土
）、11
日
（
日
）

午
前
10
時
〜
午
後
3
時
30
分
（
11
日
は

午
後
3
時
ま
で
）

▼
会
場
＝
水
原
代
官
所

▼
入
場
料
＝
無
料
（
代
官
所
入
館
料
も

実
行
委
員
会
で
負
担
）

▼
問
い
合
わ
せ
＝
い
け
ば
な
和
泉
会
水

原
教
室
花
展

　
実
行
委
員
長

　
長
谷
川

☎
63
‐
１
２
４
３

神
風
太
鼓
の
メ
ン
バ
ー

を
募
集
し
ま
す

　
神
風
太
鼓
が
発
足
し
て
10
年
に
な
り

ま
し
た
。
今
年
度
か
ら
は
安
田
公
民
館

へ
会
場
を
移
し
、
和
太
鼓
の
良
さ
を
よ

り
広
げ
る
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
子
ど
も
か
ら
大
人
ま
で
年
齢
を
問
わ

ず
メ
ン
バ
ー
を
募
集
し
ま
す
。
一
緒
に

和
太
鼓
を
盛
り
上
げ
ま
し
ょ
う
。

▼
練
習
日
時
＝
第
1
・
第
3
日
曜
、
午

前
9
時
30
分
〜
11
時
30
分

▼
練
習
会
場
＝
安
田
公
民
館
1
階
「
大

集
会
室
」

▼
対
象
者
＝
小
学
生
と
そ
の
保
護
者
、

そ
の
他
太
鼓
に
興
味
関
心
の
あ
る
人

▼
会
費
＝
6
千
円
／
年
（
家
族
で
参
加

す
る
場
合
は
2
人
目
以
降
3
千
円
／

年
）

▼
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
＝
神
風
太

鼓
　
会
長

　
柾
木

　
☎
68
‐
２
５
３
２

初
心
者
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ

ン
ダ
ン
ス
無
料
体
験
会

　
楽
し
く
踊
っ
て
若
さ
を
保
っ
て
、
健

康
寿
命
を
伸
ば
し
ま
し
ょ
う
。

▼
日
時
＝
7
月
3
日
（
月
）
午
後
1
時

30
分
〜
3
時

▼
会
場
＝
水
原
公
民
館

▼
対
象
者
＝
市
内
在
住
・
在
勤
者

▼
講
師
＝
井
上
恵
子
氏
（
日
本
体
育
協

会
公
認
ス
ポ
ー
ツ
プ
ロ
グ
ラ
マ
ー
、
日

本
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
協
会
公
認
レ
ク

リ
エ
ー
シ
ョ
ン
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
、

日
本
フ
ォ
ー
ク
ダ
ン
ス
連
盟
公
認
指
導

者
）

▼
参
加
費
＝
無
料

▼
服
装
・
持
ち
物
＝
動
き
や
す
い
服
装
、

上
履
き
、
飲
み
物
、
タ
オ
ル

▼
そ
の
他
＝
申
し
込
み
不
要

▼
主
催
＝
社
会
教
育
認
定
団
体「
雪
割
草
」

▼
問
い
合
わ
せ
＝
水
原
公
民
館

選
手
＆
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
募
集

ス
ペ
シ
ャ
ル
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
ス

フ
ロ
ア
ホ
ッ
ケ
ー

▼
日
時
＝
6
月
11
日
（
日
）、25
日
（
日
）

午
前
10
時
〜
正
午

▼
会
場
＝
京
ヶ
瀬
小
学
校
「
体
育
館
」

▼
参
加
費
＝
無
料

▼
服
装
・
持
ち
物
＝
運
動
の
で
き
る
服

装
、
上
履
き
、
手
袋
、
飲
み
物
、
タ
オ
ル

▼
そ
の
他
＝
申
し
込
み
不
要
。
日
程
が

変
更
に
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
、

確
認
の
上
、
参
加
し
て
く
だ
さ
い
。

▼
主
催
＝
ス
ペ
シ
ャ
ル
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク

ス
日
本
・
新
潟
・
阿
賀
野

▼
問
い
合
わ
せ
＝
コ
ス
モ
ス
活
動
所

　

山
崎

　
☎
63
‐
２
０
５
０

講
座
・
教
室

水
原
ふ
る
さ
と
農
業
歴
史
資
料
館

そ
ば
打
ち
体
験
会

▼
日
時
＝
6
月
18
日
（
日
）
午
前
10
時

〜
正
午
（
毎
月
第
3
日
曜
）

▼
内
容
＝
そ
ば
打
ち
体
験
と
試
食
会

▼
参
加
費
＝
１
５
０
０
円

▼
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

水
原
ふ
る
さ
と
農
業
歴
史
資
料
館

☎
63
‐
１
７
２
２

電
話
番
号
の
記
載
の
な
い
市
役
所
・
各
支
所
・
公
民
館
等
の
連
絡
先
は
、
お
知
ら
せ
版
の
最
初
の
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
て
い
ま
す
。

健
康
・
子
育
て

未
就
園
児
の
保
護
者
の
皆
さ
ん
へ

幼
稚
園
に
遊
び
に
来
て
ね

　
遊
具
や
絵
本
、
リ
ズ
ム
遊
び
、
運
動

遊
び
、
季
節
の
遊
び
等
を
楽
し
み
な
が

ら
、
年
齢
の
近
い
友
達
や
園
児
と
触
れ

合
い
ま
し
ょ
う
。

　
保
護
者
の
皆
さ
ん
も
子
育
て
の
悩
み

な
ど
を
情
報
交
換
し
な
が
ら
、
楽
し
い

時
間
を
共
に
過
ご
し
て
み
ま
せ
ん
か
？

◎
共
通
事
項

▼
対
象
者
＝
未
就
園
児
と
そ
の
保
護
者

▼
参
加
費
＝
２
０
０
円
／
回（
保
険
料
、

お
や
つ
代
込
み
）

▼
そ
の
他
＝
水
遊
び
も
で
き
ま
す
の

で
、
着
替
え
、
タ
オ
ル
な
ど
を
用
意
し

て
く
だ
さ
い
。
詳
し
く
は
、
市
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
（「
幼
稚
園
に
遊
び
に
来
て
ね
」

で
検
索
）
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

◎
安
田
幼
稚
園
「
親
子
プ
レ
ー
教
室
」

▼
日
時
＝
7
月
6
日
（
木
）
午
前
9
時

15
分
〜

▼
会
場
＝
安
田
幼
稚
園

▼
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

安
田
幼
稚
園
　
☎
68
‐
３
０
１
２

◎
京
ヶ
瀬
幼
稚
園
「
あ
そ
び
の
へ
や
」

▼
日
時
＝
7
月
5
日
（
水
）
午
前
9
時

30
分
〜

▼
会
場
＝
京
ヶ
瀬
幼
稚
園

▼
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

京
ヶ
瀬
幼
稚
園
　
☎
67
‐
２
０
３
３

あ
が
の
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
に
こ
に
こ

フ
リ
ー
ル
ー
ム
を

貸
し
出
し
ま
す

　
子
育
て
中
の
グ
ル
ー
プ
が
交
流
会
や

お
茶
会
な
ど
に
利
用
で
き
ま
す
。
さ
ま

ざ
ま
な
用
途
に
利
用
し
て
く
だ
さ
い
。

▼
施
設
内
容
＝
洋
室
76
㎡
（
机
・
椅
子
・

畳
の
貸
し
出
し
可
）

▼
利
用
時
間
＝
午
前
9
時
〜
午
後
4
時

（
1
時
間
単
位
）
▼
利
用
料
金
＝
無
料

▼
申
込
方
法
＝
あ
が
の
子
育
て
支
援
セ

ン
タ
ー
に
こ
に
こ
に
備
え
付
け
の
申
請

書
に
必
要
事
項
を
記
入
の
上
、
提
出
し

て
く
だ
さ
い
（
利
用
日
の
1
か
月
前
か

ら
受
付
）。

▼
休
館
日
＝
月
曜
、
火
曜
、
8
月
12
日

〜
16
日
、
12
月
29
日
〜
1
月
5
日

▼
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
＝
あ
が
の

子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
に
こ
に
こ

☎
62
‐
５
５
８
１

子
育
て
親
子
カ
フ
ェ

「
花
ど
け
い
」

　
子
育
て
を
頑
張
っ
て
い
る
マ
マ
さ
ん
、

パ
パ
さ
ん
、
ぜ
ひ
参
加
し
て
く
だ
さ
い
。

▼
日
時
＝
6
月
12
日
（
月
）、26
日
（
月
）

午
前
9
時
30
分
〜
11
時
30
分

▼
会
場
＝
あ
が
の
子
育
て
支
援
セ
ン

タ
ー
に
こ
に
こ

▼
内
容

○ 

6
月
12
日
（
月
）
※
共
通
メ
ニ
ュ
ー

「
自
由
遊
び
の
日
」

　
広
い
会
場
で
み
ん
な
一
緒
に
遊
び
ま

せ
ん
か
？

　
図
書
館
職
員
に
よ
る
季
節

を
取
り
入
れ
た
絵
本
と
わ
ら
べ
歌
の
時

間
も
あ
り
ま
す
。

○ 

6
月
26
日
（
月
）
※
月
別
メ
ニ
ュ
ー

「
た
な
ば
た
」

　
お
星
さ
ま
に
ど
ん
な
願
い
事
を
し
ま

す
か
？
　
み
ん
な
で
七
夕
飾
り
を
作
っ

て
飾
り
ま
し
ょ
う
。

※
6
月
の
参
加
者
の
皆
さ
ん
へ

　
着
ら
れ
な
く
な
っ
た
子
ど
も
の
服
や

使
わ
な
く
な
っ
た
お
も
ち
ゃ
な
ど
を
提

供
し
て
く
だ
さ
い
。
7
月
の「
夏
祭
り
」

の
際
、不
用
品
バ
ザ
ー
を
出
店
し
ま
す
。

▼
対
象
者
＝
未
就
園
児
と
そ
の
保
護
者

▼
参
加
費
＝
無
料

▼
持
ち
物
＝
マ
イ
カ
ッ
プ
（
保
護
者
用
）、

保
育
に
必
要
な
も
の
（
お
む
つ
な
ど
）

※ 

子
ど
も
の
飲
み
物
が
必
要
な
人
は
各

自
用
意
し
て
く
だ
さ
い
（
お
や
つ
は

遠
慮
く
だ
さ
い
）。

▼
主
催
＝
子
育
て
支
援
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

〝
い
ち
ご
み
る
く
〞

▼
問
い
合
わ
せ
＝
あ
が
の
子
育
て
支
援

セ
ン
タ
ー
に
こ
に
こ
　
☎
62
‐
５
５
８
１

京
ヶ
瀬
子
育
て
支
援
セ

ン
タ
ー
の
催
し

◎
だ
っ
こ
ｄ
ｅ
ダ
ン
ス

　
赤
ち
ゃ
ん
と
の
ス
キ
ン
シ
ッ
プ
や
産

後
の
お
母
さ
ん
の
運
動
不
足
・
ス
ト
レ

ス
の
解
消
、
心
と
体
の
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ

を
し
ま
し
ょ
う
。

▼
日
時
＝
6
月
5
日
（
月
）
午
後
1
時

30
分
〜

▼
対
象
者
＝
首
が
座
っ
た
赤
ち
ゃ
ん
〜

2
歳
児

▼
講
師
＝
小
柳
沙
紀
氏

▼
持
ち
物
＝
抱
っ
こ
ひ
も
、
バ
ス
タ
オ
ル

◎
ミ
ュ
ー
ジ
ッ
ク
・
ケ
ア

　
音
楽
の
力
で
親
子
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
を
図
る
こ
と
が
で
き
、
心
や
体

が
心
地
よ
く
な
り
ま
す
。

▼
日
時
＝
6
月
13
日
（
火
）、
7
月
11

日
（
火
）
午
前
10
時
30
分
〜

▼
講
師
＝
平
美
江
氏

◎
ア
ン
ガ
ー
マ
ネ
ー
ジ
メ
ン
ト

　
イ
ラ
イ
ラ
や
怒
り
と
上
手
に
付
き
合

え
る
と
子
育
て
や
人
間
関
係
が
楽
に
な

り
ま
す
。

▼
日
時
＝
6
月
20
日
（
火
）
午
前
10
時
〜

▼
講
師
＝
立
松
有
美
氏

◎
共
通
事
項

▼
そ
の
他
＝
申
し
込
み
不
要

▼
問
い
合
わ
せ
＝
京
ヶ
瀬
子
育
て
支
援

セ
ン
タ
ー
　
☎
67
‐
３
０
３
１

6
月
は

「
食
育
月
間
」
で
す

　
家
族
み
ん
な
で
食
育
に
つ
い
て
考
え

て
み
ま
し
ょ
う
。
市
に
お
け
る
食
育
の

重
点
目
標
は
「
家
族
で
毎
日
朝
ご
は
ん

（
米
飯
）」
で
す
。

・ 

朝
ご
は
ん
を
食
べ
る
こ
と
は
、
生
活

リ
ズ
ム
を
整
え
、
噛
む
こ
と
に
よ
る

歯
・
口
の
健
康
保
持
や
脳
の
活
性
化

に
つ
な
が
り
ま
す
。

・ 

家
族
で
食
事
を
す
る
こ
と
は
、
誰
か

と
食
べ
る
こ
と
で
孤
食
を
な
く
し
、

食
に
関
す
る
知
識
の
習
得
や
日
本
食

の
マ
ナ
ー
な
ど
食
文
化
の
継
承
に
つ

な
が
り
ま
す
。

・ 

米
飯
を
食
べ
る
こ
と
は
、
和
食
を
推

進
す
る
こ
と
に
つ
な
が
り
、
栄
養
バ

ラ
ン
ス
の
良
い
食
事
の
実
践
や
野
菜

摂
取
の
増
加
、
米
の
消
費
拡
大
に
つ

な
が
り
ま
す
。

▼
問
い
合
わ
せ
＝
健
康
推
進
課 
健
康

づ
く
り
係
（
内
線
２
６
３
６
）

母
子
健
康
手
帳
の
交
付

　
毎
週
水
曜
、
午
前
9
時
〜
午
後
4
時

に
水
原
保
健
セ
ン
タ
ー
で
母
子
健
康
手

帳
を
交
付
し
て
い
ま
す
。
交
付
希
望
者

は
、
医
療
機
関
で
発
行
さ
れ
た
「
妊
娠

届
出
書
」
と
そ
の
書
類
に
記
載
の
あ
る

必
要
書
類
を
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

　
水
曜
以
外
に
母
子
健
康
手
帳
の
交
付

を
希
望
す
る
場
合
は
、
交
付
日
時
を
調

整
し
ま
す
の
で
、
事
前
に
連
絡
を
お
願

い
し
ま
す
。

▼
問
い
合
わ
せ
＝
健
康
推
進
課 

母
子

係
（
内
線
２
６
３
４
）

児
童
手
当
を

振
り
込
み
ま
す

　
2
月
〜
5
月
分
（
4
か
月
分
）
の
児

童
手
当
を
受
給
者
の
指
定
口
座
へ
振
り

込
み
ま
す
の
で
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

▼
振
込
日
＝
6
月
12
日
（
月
）

▼
問
い
合
わ
せ
＝
社
会
福
祉
課 

児
童

福
祉
係
（
内
線
２
１
５
２
）

♥
持
ち
歩
こ
う

　
エ
コ
バ
ッ
ク

♥
も
っ
た
い
な
い
　
上
手
に
料
理
　
ゴ
ミ
減
量

食
育
メ
ッ
セ
ー
ジ



■お知らせ版 ■お知らせ版
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健
康
・
子
育
て

第
2
回

あ
が
の
元
気
体
力
測
定

会
を
開
催
し
ま
す

　
自
身
の
体
力
を
数
字
で
知
る
こ
と

で
、
健
康
意
識
の
向
上
や
運
動
習
慣
の

き
っ
か
け
づ
く
り
に
つ
な
げ
て
も
ら
う

た
め
に
開
催
し
ま
す
。

▼
日
時
＝
7
月
2
日
（
日
）

・  

午
前
の
部
…
午
前
10
時
〜
正
午
（
午

前
9
時
30
分
〜
受
付
）　

・  

午
後
の
部
…
午
後
1
時
30
分
〜
3
時

30
分
（
午
後
1
時
〜
受
付
）

▼
会
場
＝
水
原
総
合
体
育
館
「
ア
リ
ー

ナ
・
ラ
ン
ニ
ン
グ
コ
ー
ス
」

▼
対
象
者
・
測
定
種
目

・ 

20
歳
〜
64
歳
の
健
康
な
人
／
①
握
力
、

②
上
体
起
こ
し
、
③
長
座
体
前
屈
、

④
反
復
横
と
び
、
⑤
立
ち
幅
跳
び
、

⑥
20
ｍ
シ
ャ
ト
ル
ラ
ン

・ 

65
歳
〜
79
歳
の
健
康
な
人
／
①
握
力
、

②
上
体
起
こ
し
、
③
長
座
体
前
屈
、

④
開
眼
片
足
立
ち
、
⑤
10
ｍ
障
害
物

歩
行
、
⑥
6
分
間
歩
行

▼
定
員
＝
午
前
・
午
後
と
も
先
着
50
人

▼
参
加
費
＝
無
料

　
　
　 

▼
ま
ち
づ
く
り
ポ
イ
ン
ト
＝
50
ポ

イ
ン
ト
。あ
が
の
ポ
イ
ン
ト
カ
ー

ド
を
持
っ
て
い
る
人
は
、
参
加

の
際
、
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

▼
服
装
・
持
ち
物
＝
運
動
の
で
き
る
服

装
、
上
履
き
、
飲
み
物
、
タ
オ
ル

▼
そ
の
他

・ 

準
備
体
操
を
兼
ね
て
「
正
し
い
ラ
ジ

オ
体
操
」
の
講
習
を
行
い
ま
す
。

・ 

体
力
測
定
終
了
後
、
希
望
者
に
は
ノ

ル
デ
ィ
ッ
ク
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
の
講
習

を
行
い
ま
す
。

▼
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

健
康
推
進
課 

健
康
づ
く
り
支
援
室
（
内

線
２
６
１
１
）

特
定
不
妊
治
療
費
の

一
部
を
助
成
し
ま
す

　
特
定
不
妊
治
療
（
体
外
受
精
・
顕
微

授
精
）
に
要
す
る
費
用
の
一
部
を
助
成

し
ま
す
。

　
平
成
29
年
度
は
、
対
象
者
の
要
件
に

一
部
変
更
が
あ
り
ま
す
。

▼
対
象
者
＝
特
定
不
妊
治
療
を
受
け
た

法
律
上
の
婚
姻
を
し
て
い
る
夫
婦
で

あ
っ
て
、
次
の
全
て
に
該
当
す
る
人

① 

特
定
不
妊
治
療
以
外
の
治
療
法
で
は

妊
娠
の
見
込
み
が
な
い
か
、
ま
た
は
極

め
て
少
な
い
と
医
師
に
診
断
さ
れ
た
人

② 

夫
婦
の
両
方
が
申
請
時
に
市
内
に
住

所
を
有
す
る
人

③
市
税
等
の
滞
納
が
な
い
人

③ 

年
度
内
の
治
療
開
始
時
の
年
齢
が
43

歳
未
満
の
人
（
平
成
29
年
度
追
加
）

▼
助
成
の
内
容
＝
1
治
療
当
た
り
15
万

円
を
限
度
と
し
ま
す
（
新
潟
県
特
定
不

妊
治
療
費
助
成
事
業
の
助
成
を
受
け
る

こ
と
が
で
き
る
場
合
は
、
そ
の
要
し
た
費

用
の
額
か
ら
県
の
助
成
額
を
控
除
し
た

額
を
特
定
不
妊
治
療
に
要
し
た
額
と
し

て
算
定
）。
通
算
5
回
助
成
、
同
一
年
度

内
に
複
数
回
の
申
請
が
可
能
で
す
。（
入

院
費
、
食
事
療
養
費
等
は
助
成
対
象
外
）

▼
申
請
方
法
＝
治
療
を
終
了
し
た
年
度

内
に
水
原
保
健
セ
ン
タ
ー
1
階
健
康
推

進
課
へ
必
要
書
類
を
提
出
し
て
く
だ
さ

い
（
申
請
予
定
者
は
、
事
前
に
健
康
推

進
課
へ
連
絡
し
て
く
だ
さ
い
）。

▼
必
要
書
類

① 

阿
賀
野
市
特
定
不
妊
治
療
費
助
成
金

交
付
申
請
書
（
戸
籍
謄
本
・
納
税
証

明
書
等
の
添
付
書
類
あ
り
）

② 

阿
賀
野
市
特
定
不
妊
治
療
保
険
医
療

機
関
等
証
明
書
ま
た
は
新
潟
県
特
定

不
妊
治
療
費
助
成
事
業
受
診
等
証
明

書
の
写
し

③ 

特
定
不
妊
治
療
を
受
け
た
医
療
機
関

等
が
発
行
す
る
領
収
書
お
よ
び
診
療

明
細
書

④
県
の
助
成
制
度
の
交
付
決
定
書 

※ 

必
要
書
類
は
県
へ
の
助
成
申
請
の
際

に
使
用
し
た
書
類
の
写
し
で
も
使
用

可
能
な
も
の
が
あ
り
ま
す
。
詳
し
く

は
、
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

▼
問
い
合
わ
せ
＝
健
康
推
進
課 

母
子

係
（
内
線
２
６
３
４
）

お
は
な
し
会

　
絵
本
の
読
み
聞
か
せ
や
わ
ら
べ
歌
、

手
遊
び
を
行
い
ま
す
。

◎
お
は
な
し
の
じ
か
ん

▼
日
時
＝
毎
週
土
曜
、
午
後
2
時
〜

▼
会
場
＝
市
立
図
書
館

◎
お
は
な
し
こ
ん
に
ち
は

▼
日
時
＝
6
月
11
日
（
日
）
午
前
10
時

30
分
〜
（
毎
月
第
2
日
曜
）

▼
会
場
＝
水
原
中
学
校
市
民
図
書
室

☎
47
‐
８
０
６
８

日
程
・
相
談

図
書
施
設
休
館
（
室
）
日

◎ 

市
立
図
書
館

▼
期
日
＝
6
月
5
日（
月
）、12
日（
月
）、

15
日
（
木
）、
19
日
（
月
）、
26
日
（
月
）

◎ 

水
原
中
学
校
市
民
図
書
室

▼
期
日
＝
6
月
2
日（
金
）、9
日（
金
）、

15
日
（
木
）、16
日
（
金
）、23
日
（
金
）、

30
日
（
金
）

◎
笹
神
図
書
館（
工
事
の
た
め
臨
時
休
館
）

▼
期
日
＝
6
月
4
日（
日
）〜
9
日（
金
）

夜
間
役
所

▼
期
日
＝
6
月
7
日
（
水
）、21
日
（
水
）

▼
時
間
＝
午
後
7
時
ま
で

▼
場
所
＝
市
役
所
1
階 

市
民
生
活
課

※
各
支
所
で
は
開
設
し
ま
せ
ん
。

▼
内
容
＝
戸
籍
、
住
民
票
、
印
鑑
登
録
・

証
明
、
通
知
カ
ー
ド
・
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー

ド
（
個
人
番
号
カ
ー
ド
）
の
記
載
事
項
変

更
・
交
付
、
納
税
、
口
座
振
替
手
続
き
等
。

旅
券
（
パ
ス
ポ
ー
ト
）
は
交
付
の
み
で
す
。

▼
問
い
合
わ
せ

市
民
生
活
課 

市
民
係
（
内
線
２
１
０
１
）

電
話
番
号
の
記
載
の
な
い
市
役
所
・
各
支
所
・
公
民
館
等
の
連
絡
先
は
、
お
知
ら
せ
版
の
最
初
の
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
て
い
ま
す
。

（広 告）

6
月
10
日
（
土
）
は
「
労
働
の
日
」

全
国
一
斉
労
働
相
談

ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン

　
日
本
弁
護
士
連
合
会
（
略
称
・
日
弁

連
）
が
、
全
国
一
斉
に
実
施
す
る
労
働

問
題
に
関
す
る
電
話
法
律
相
談
の
一
環

と
し
て
行
い
ま
す
。

▼
日
時
＝
6
月
9
日
（
金
）
午
前
10
時

〜
午
後
10
時

▼
相
談
電
話

☎
０
１
２
０
‐
６ろ

う

ど

う

の

い

ろ

は

１
０
１
６
８
（
当
日

限
り
・
フ
リ
ー
ダ
イ
ヤ
ル
）

▼
問
い
合
わ
せ
＝
新
潟
県
弁
護
士
会

☎
０
２
５
‐
２
２
２
‐
５
５
３
３

年
金
相
談

▼
日
時
＝
6
月
21
日
（
水
）
午
前
9
時

30
分
〜
昼
12
時
30
分

▼
会
場
＝
水
原
総
合
体
育
館
1
階

「
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
ル
ー
ム
」

※
相
談
は
予
約
制

▼
予
約
先
＝
新
発
田
年
金
事
務
所

☎
０
２
５
４
‐
23
‐
２
１
２
８

▼
予
約
時
に
必
要
な
こ
と
＝
氏
名
、
住

所
、
基
礎
年
金
番
号
、
電
話
番
号
、
希

望
の
相
談
開
始
時
間
、
相
談
内
容
等

▼
問
い
合
わ
せ
＝
健
康
推
進
課 

国
保

年
金
係
（
内
線
２
１
８
３
）

保
健
師
に
よ
る

こ
こ
ろ
の
健
康
相
談
日

　
ス
ト
レ
ス
の
多
い
社
会
、
こ
こ
ろ
の

病
で
悩
む
人
が
増
え
て
き
て
い
ま
す
。

そ
ん
な
悩
み
に
、
保
健
師
が
相
談
に
応

じ
ま
す
。
一
人
で
悩
ま
ず
、
気
軽
に
相

談
し
て
く
だ
さ
い
。

▼
日
時
＝
毎
週
水
曜
、
午
前
9
時
〜
午

後
4
時
（
第
2
・
第
4
水
曜
以
外
は
要

予
約
）

※ 

相
談
日
以
外
で
も
随
時
相
談
に
応
じ

ま
す
。

▼
会
場
＝
水
原
保
健
セ
ン
タ
ー

▼
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

健
康
推
進
課

☎
61
‐
２
４
７
４

い
つ
で
も
、
誰
で
も
、
ど
こ
か
ら
で
も

自
殺
予
防

新
潟
い
の
ち
の
電
話

　
悩
み
や
相
談
に
24
時
間
応
じ
ま
す
。

▼
相
談
電
話

・ 

新
潟

　
☎
０
２
５
‐
２
８
８
‐
４
３
４
３

・ 

新
発
田

　
☎
０
２
５
４
‐
20
‐
４
３
４
３

※ 

い
ず
れ
か
の
電
話
番

号
に
お
か
け
く
だ
さ

い
。

※
各
種
相
談
所
お
よ
び
窓
口
は
、い
ず
れ
も
相
談
無
料
で
、秘
密
は
固
く
守
ら
れ
ま
す
。

◎行政相談

　行政相談は、総務大臣から委嘱を受けた行政相談委員が、国の

仕事、国が県や市町村に委ねている仕事についての苦情など、「住

民と行政との橋渡し」的存在として、問題の解決に努めます。

■市役所 1階「相談室」＝ 6月 9日（金）午前 10 時～正午

◎弁護士による「法律相談」

※セクハラ、DV、多重債務等も相談可

■ 日程＝毎月第 1、3水曜

※予約を取り消す場合は、必ず連絡してください。

■時間＝午後 1時 30 分～ 4時 30 分（1人 30 分間）

■会場＝市役所 1階「相談室」

※ 相談にお越しの際は、相談の要点をまとめ、関係資料があれば

持参してください。

※ お急ぎの人は、次の機関等を利用してください。

①法テラス新潟　☎ 0503383-5420　午前 9時～午後 5時

②新潟県弁護士会　☎ 025-222-5533　午前 10 時～午後 4時

◎問い合わせ

　市民生活課 相談係（内線 2104）

相談料は無料です。気軽に相談ください。

小野里 乃 100 歳 4.29 六野瀬

小川　フミ 92 歳 5.1 京ヶ島

酒井　　勝 76 歳 5.2 寺　社

渡邉　静江 96 歳 5.2 笹　岡

齋藤　澄雄 67 歳 5.2 外城町

折笠ヨシミ 97 歳 5.2 中島町

佐藤　辰英 65 歳 5.2 保　田

阿部　順作 92 歳 5.2 中島町

細野　晴耕 79 歳 5.2 緑　岡

本間スズエ 90 歳 5.3 保　田

齋藤　チイ 98 歳 5.3 山口町 2

﨑富一郎 95 歳 5.3 新　保

熊倉　ユウ 79 歳 5.3 上福岡

津田　文治 96 歳 5.5 駒　林

柄澤ナツノ 90 歳 5.6 小　里

大瀧　キソ 90 歳 5.6 駒　林

小野里綾子 94 歳 5.7 六野瀬

能 山マスミ 97 歳 5.7 京ヶ島

折居　　有 85 歳 5.7 折　居

山嵜　エミ 77 歳 5.9 姥ヶ橋

中野　文夫 52 歳 5.11 上関口

鎌田　逸郎 74 歳 5.12 駒　林

稲村　ミイ 92 歳 5.12 中央町 1

荒木　正藏 88 歳 5.13 村　杉

中野　トミ 85 歳 5.13 月　崎

木村　イノ 83 歳 5.13 保　田

渡邉　眞美 48 歳 5.14 今　板

幸田スミ子 86 歳 5.15 天神堂

 氏　名（届出順） 保護者名 住　所

さん

さん

さん

さん

さん

さん

さん

さん

さん

さん

さん

さん

さん

さん

さん

さん

さん

さん

さん

さん

さん

さん

さん

さん

さん

さん

さん

さん

波多野詩
しい

也
な

 保　田

赤澤　宏
こ

優
う

 庄ケ宮

市川　結
ゆ

菜
な

 千唐仁

田代　雅
まさ

人
と

 城

能 山結
ゆい

斗
と

 緑　岡

塚原　丞
たす

稀
き

 緑　岡

く  ん

く  ん

ちゃん

く  ん

く  ん

く  ん

（　  ）
（　  ）
（　  ）
（　  ）
（　  ）
（　  ）

裕　介
明　子
優

陽　子
武　徳
ゆかり
学

麻衣子
誉

美　紅
康　次
久　美

 氏　名（届出順） 年　齢 死亡月日 住　所

（5月 1日～ 15 日届出分）

「
う
ぶ
ご
え
」「
お
く
や
み
」
欄
へ
の
掲
載
を
希
望
し
な
い
場
合
は
、
届
け
出
時
に
係
へ
申
し
付
け
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
出
生
届
を
他
市

区
町
村
に
提
出
し
た
市
内
在
住
者
で
、「
う
ぶ
ご
え
」
欄
や
新
聞
へ
の
掲
載
を
希
望
す
る
場
合
は
、
市
民
生
活
課
へ
連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。

サンポウ福祉タクシー
運賃料金（中型車）　ストレッチャー可

 ・初乗り運賃 1 割引き 580 円

 ・加算運賃 1割引き 80円 ・迎車料金 無料

 ・時間制 30 分 2,740 円 ・障がい者割 1 割引き

☎ 070-4128-1234　

阿賀野市猫山 434　代表 宮尾 正彦

出張料はいただいていません出張料はいただいていません

エクステリア ヌマズ　阿賀野市野田1066番地

◎お電話はこちらへ　☎0250-68-4049

風除室・カーポート・サン

ルームの施工、シャッター

のリフォーム（メーカー定

価の 5割引き。電動も有）、

ガラスの修理も承ります

網戸張り替え

（なるべくその場で行います）

～大奉仕中～
大 2,000 円・中 1,500 円
小 1,000 円　（いずれも税別）
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コスモスの種まき

　
5
月
16
日
、
姥
ヶ
橋
地
内
で
コ
ス

モ
ス
の
種
ま
き
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
京
ヶ
瀬
商
工
会
や
水
原
ロ
ー
タ

リ
ー
ク
ラ
ブ
、
京
ヶ
瀬
中
学
校
、
京
ヶ

瀬
小
学
校
、
市
が
連
絡
調
整
を
図
っ
て

実
現
し
た
も
の
で
、
当
日
は
約
60
人

が
参
加
。
同
ク
ラ
ブ
が
新
た
に
整
備

し
た
植
栽
帯
を
含
め
、
京
ヶ
瀬
小
学

校
前
か
ら
国
道
49
号
ま
で
の
県
道
と

京
ヶ
瀬
支
所
の
植
栽
帯
に
市
の
花
・
コ

ス
モ
ス
の
種
を
一
緒
に
ま
き
ま
し
た
。

　
京
ヶ
瀬
中
学
校
整
美
委
員
長
の
吉
井

駆
か
け
る

さ
ん
（
3
年
）
は
「
例
年
以
上
に
き
れ

い
な
花
を
咲
か
せ
ら
れ
る
よ
う
に
頑
張

り
ま
し
ょ
う
」
と
呼
び
掛
け
て
い
ま
し
た
。

世代を超えて一緒に活動！ 郷
土
の
偉
人
を
後
世
に
！

春
城
会
小
冊
子
寄
贈

　
5
月
6
日
、
春
城
会
の
小
泉
豐
信
会
長
と

中
村
征
士
・
旗
野
博
副
会
長
が
笹
神
支
所
を

訪
問
。
市
内
の
中
学
1
年
生
に
配
布
し
て
ほ
し

い
と
、
市
教
育
委
員
会
に
小
冊
子
「
郷
土
の
誇

り 

市
島
春
城
」
４
０
０
冊
を
寄
贈
し
ま
し
た
。

　
市
島
春
城
（
本
名
・
謙
吉
）
は
阿
賀
野
市
出

身
で
、
政
治
家
、
随
筆
家
と
し
て
活
躍
。
早
稲

田
大
学
創
設
に
も
尽
力
し
、
初
代
早
稲
田
大

学
図
書
館
長
を
務
め
ま
し
た
。
同
会
は
郷
土

の
偉
人
・
市
島
春
城
の
業
績
を
市
民
に
広
く

知
っ
て
も
ら
う
た
め
の
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

登
山
者
の
安
全
を
祈
り

五
頭
連
峰
山
開
き

　
毎
年
恒
例
の
「
五
頭
連
峰
山
開
き
」

が
5
月
3
日
に
行
わ
れ
、
市
内
外
か
ら

約
2
千
人
の
登
山
愛
好
者
が
参
加
。
晴

天
に
も
恵
ま
れ
、
参
加
者
は
新
緑
が
美

し
い
登
山
道
を
一
歩
一
歩
踏
み
締
め
な

が
ら
山
頂
を
目
指
し
ま
し
た
。

　
五
ノ
峰
山
頂
で
は
、
旦
飯
野
神
社
の

鈴
木
宮
司
に
よ
る
安
全
祈
願
祭
が
行
わ

れ
、
今
シ
ー
ズ
ン
の
安
全
登
山
を
祈
願

し
ま
し
た
。
他
に
も
山
頂
で
は
、
新
潟

平
野
を
一
望
す
る
景
色
を
楽
し
ん
だ
り
、

食
事
を
取
っ
た
り
、
記
念
撮
影
を
し
た

り
す
る
人
た
ち
が
多
く
見
受
け
ら
れ
ま

し
た
。

こどもの日親子坐禅フェスタ

　
市
民
グ
ル
ー
プ
「
二に

水す
い

坐
禅
会
」
が

20
年
以
上
続
け
て
い
る
「
こ
ど
も
の

日
親
子
坐
禅
フ
ェ
ス
タ
」が
5
月
5
日
、

宗
寿
寺
（
保
田
）
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
日
常
生
活
に
坐
禅
を
取
り
入
れ
、
穏

や
か
な
心
や
呼
吸
で
い
ら
れ
る
よ
う

に
行
っ
て
い
る
も
の
で
、
当
日
は
子
ど

も
31
人
、大
人
10
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

　
子
ど
も
た
ち
も
神
妙
な
面
持
ち
で
坐

禅
に
挑
戦
。
そ
の
後
は
親
子
対
抗
ミ
ニ

ゲ
ー
ム
や
宝
探
し
大
会
、
食
事
会
が
行

わ
れ
、
境
内
を
飛
び
回
っ
て
い
ま
し
た
。

　
孫
と
参
加
し
た
参
加
者
は
「
何
と

爽
や
か
な
こ
ど
も
の
日
。
心
に
残
る

一
日
で
し
た
」と
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

神妙な面持ちで坐
ざ

禅を体験 機
転
を
利
か
し
て
詐
欺
防
止

阿
賀
野
警
察
署
感
謝
状
贈
呈

　
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
利
用
し
て
不
当
な
料

金
請
求
を
行
う
ワ
ン
ク
リ
ッ
ク
詐
欺
を
未
然

に
防
い
だ
と
し
て
5
月
18
日
、
阿
賀
野
警
察

署
か
ら
阿
部
正
義
さ
ん
（
西
岡
・
あ
が
の
市

民
病
院
勤
務
）
に
感
謝
状
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

コ
ン
ビ
ニ
で
多
額
の
商
品
券
を
購
入
し
て
い

た
60
代
の
男
性
に
声
を
掛
け
、
詐
欺
を
疑
い
、

警
察
に
相
談
す
る
よ
う
に
勧
め
た
も
の
で
す
。

　
阿
部
さ
ん
は
「
身
近
に
こ
の
よ
う
な
事
件

が
あ
り
、
日
頃
か
ら
注
意
が
必
要
だ
と
あ
ら

た
め
て
実
感
し
た
」
と
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

　
成
人
式
の
対
象
者
に
血
圧
や
血
液
検

査
な
ど
の
各
種
検
査
を
行
う
「
20
歳
の
健

康
プ
レ
ゼ
ン
ト
事
業
」
が
5
月
3
日
・
4

日
、
水
原
総
合
体
育
館
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
事
業
は
中
学
生
生
活
習
慣
病
予

防
事
業
の
追
跡
事
業
と
し
て
、
生
活
習

慣
の
変
化
か
ら
起
こ
る
体
の
状
態
を
本

人
が
知
り
、
今
後
の
生
活
に
役
立
て
て

も
ら
う
た
め
、
平
成
27
年
度
か
ら
新
潟

大
学
と
の
共
同
で
実
施
し
て
い
ま
す
。

　
両
日
で
１
５
４
人
が
受
検
。
今
回
得
ら

れ
た
検
査
デ
ー
タ
や
生
活
実
態
調
査
の
結

果
を
新
潟
大
学
が
専
門
的
見
地
か
ら
解

析
し
、
市
の
健
康
施
策
等
に
生
か
し
ま
す
。

20
歳
の
健
康
プ
レ
ゼ
ン
ト
事
業

門
出
を
祝
い
健
康
チ
ェ
ッ
ク

ト
ッ
プ
の
技
を
肌
で
体
験

ア
ル
ビ
Ｂ
Ｂ
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
教
室

　
女
子
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
チ
ー
ム
「
新
潟

ア
ル
ビ
レ
ッ
ク
ス
Ｂ
Ｂ
ラ
ビ
ッ
ツ
」
の
選
手

に
よ
る
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
教
室
が
4
月
25

日
、
水
原
総
合
体
育
館
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
市
な
ど
と
締
結
し
た
包
括
連
携
協
定

の
一
環
と
し
て
、
チ
ー
ム
の
練
習
終
了
後

に
実
施
。
市
内
の
保
育
園
年
長
児
か
ら
中

学
3
年
生
ま
で
の
約
１
３
０
人
が
参
加

し
、
監
督
以
下
全
選
手
が
指
導
し
ま
し
た
。

　
Ｂ
Ｂ
ラ
ビ
ッ
ツ
は
原
則
毎
週
火
曜
〜
木

曜
の
午
後
4
時
〜
7
時
に
水
原
総
合
体
育

館
で
練
習
を
実
施
。
見
学
は
自
由
で
す
の
で
、

日
本
ト
ッ
プ
レ
ベ
ル
の
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー

ル
チ
ー
ム
の
練
習
を
ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　
子
ど
も
の
読
書
週
間
（
4
月
23
日
〜

5
月
10
日
）
に
合
わ
せ
た
イ
ベ
ン
ト
「
図

書
館
キ
ッ
ズ
ウ
ィ
ー
ク
２
０
１
７
」
が

4
月
21
日
か
ら
5
月
14
日
に
か
け
て
、

市
立
図
書
館
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
期
間
中
は
、
犬
や
猫
な
ど
を
テ
ー
マ

に
し
た
パ
ネ
ル
展
示
や
ク
イ
ズ
・
工
作

コ
ー
ナ
ー
な
ど
を
実
施
。
5
月
6
日
に

は
、
メ
ー
ン
イ
ベ
ン
ト
と
し
て
弦
楽
五

重
奏
に
よ
る
新
緑
の
コ
ン
サ
ー
ト
や
お

楽
し
み
お
は
な
し
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
6
日
に
母
と
訪
れ
た
皆
川
結
衣
ち
ゃ

ん
（
城
）
は
「
コ
ン
サ
ー
ト
は
素
敵
な

演
奏
だ
っ
た
」
と
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

図
書
館
キ
ッ
ズ
ウ
ィ
ー
ク
２
０
１
７

動
物
を
通
じ
て
本
に
興
味
を

左から、小泉会長、中村副会長、旗野副会長、
岩村教育長

左から、高橋明秀署長、阿部さん、増子信次生
活安全課長
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★ 五頭山五ノ峰山頂からの眺めは最
高っちょ！

　5月 3日に開催された五頭連峰山開きの安全
祈願祭に参加してきたっちょ。当日は天候に恵
まれ、佐渡島や粟島がよく見えて最高だったよ。
この他連休中に出演したイベントは、阿賀野市
成人式や図書館キッズウィークメーンイベン
ト、万代アースフェスタ 2017（新潟市中央区）。
それぞれの会場で、たくさんの人と触れ合えて
楽しかったっちょ。
　6月は、4日（日）のやすだ瓦ロードフェス
ティバル、10 日（土）のさくらんぼの祭典（山
形県寒河江市）に出演するっちょ。さくらんぼ
の祭典は 2回目の参加だよ。阿賀野市の PR を
頑張ってくるっちょ。

★

ごずっちょのお出掛け情報や

近況をお知らせします

ごずっちょ通信

● 

ふ
る
さ
と
公
園
で
た
く
さ
ん
遊
び

た
い
で
す
。
　
　 

（
6
歳
・
男
性
）

 

＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊

● 

子
ど
も
が
生
ま
れ
た
の
で
、
子
育

て
情
報
を
楽
し
み
に
し
て
い
ま

す
。

　
　
　
　
　 

（
30
代
・
女
性
）

☆ 

7
月
号
の
特
集
は
「
阿
賀
野
市
の

子
育
て
支
援
」。
子
育
て
を
し
や

す
い
ま
ち
を
目
指
す
市
の
取
り
組

み
を
丁
寧
に
お
伝
え
し
ま
す
。

＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊

● 

間
違
い
探
し
は
、
い
い
頭
の
体
操

に
な
り
ま
し
た
。　
（
80
代
・
男
性
）

＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊

● 

阿
賀
野
市
の
さ
ま
ざ
ま
な
情
報
を

知
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
こ
れ

か
ら
も
た
く
さ
ん
の
情
報
を
お
願

い
し
ま
す
。

　
　 

（
10
代
・
女
性
）

＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊

● 

新
潟
市
に
住
ん
で
い
ま
す
が
、
職

場
で
広
報
あ
が
の
を
読
ん
で
い
ま

す
。
写
真
も
豊
富
で
読
ん
で
い
て

楽
し
い
で
す
。
　 

（
20
代
・
男
性
）

＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊

● 

健
診
の
特
集
を
読
み
ま
し
た
。
去

年
初
め
て
乳
が
ん
検
診
を
受
け
ま

し
た
。
今
年
も
必
ず
受
け
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　 

（
50
代
・
女
性
）

☆ 

7
月
10
日
（
月
）
か
ら
市
の
集
団
健

（
検
）
診
が
始
ま
り
ま
す
。
ま
だ
申

し
込
み
を
し
て
い
な
い
人
は
、
健
康

推
進
課
に
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊

● 

ふ
る
さ
と
探
訪
で
、
孝
順
寺
の
始

ま
り
が
詳
し
く
書
か
れ
て
い
て
、

と
て
も
良
か
っ
た
で
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　 

（
80
代
・
女
性
）

＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊

● 

ご
ず
っ
ち
ょ
の
ペ
ン
ケ
ー
ス
は

持
っ
て
い
な
い
の
で
、
す
ご
く
欲

し
い
で
す
。

　
　 

（
9
歳
・
女
性
）

＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊

● 

わ
く
わ
く
ク
ッ
キ
ン
グ
を
い
つ
も

楽
し
み
に
し
て
い
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　 

（
20
代
・
女
性
）

☆ 

ク
ッ
ク
パ
ッ
ド
の
阿
賀
野
市
公
式

キ
ッ
チ
ン
で
も
、
さ
ま
ざ
ま
な
カ

テ
ゴ
リ
の
レ
シ
ピ
が
見
れ
ま
す
。

こ
ち
ら
も
ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
。

＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊

● 

特
集
を
読
み
、
全
身
の
検
査
を
受

け
ま
し
た
。
医
師
の
「
全
く
異
常

な
し
」
と
の
言
葉
が
あ
り
が
た

か
っ
た
で
す
。

　 

（
80
代
・
女
性
）

＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊

● 

心
の
道
の
「
田
舎
暮
ら
し
」
に
共

感
し
ま
し
た
。若
い
世
代
が
移
住
・

定
住
し
た
く
な
る
よ
う
な
ま
ち
に

な
る
こ
と
を
期
待
し
て
い
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　 

（
60
代
・
女
性
）

＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊

● 

ふ
る
さ
と
公
園
の
新
し
い
遊
具
が

楽
し
み
で
す
。
今
度
、
子
ど
も
と

出
掛
け
て
み
た
い
で
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　 

（
40
代
・
女
性
）

＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊

● 

ま
だ
健
康
を
気
に
す
る
年
齢
で
は

な
い
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
職
場

の
健
診
は
必
ず
受
け
た
い
と
思
い

ま
す
。
　
　
　
　 

（
20
代
・
男
性
）

№60
ごずっちょの情報は、Facebook や市ホームページで

も見れるっちょ。

【問い合わせ】

市民協働推進課 市民協働推進係　☎ 62-2510

ごずっちょ 検索

P.N るーちゃんさん

かわいいイラストや
すてきなコメントを
ありがとう！

これからもどんどん
送ってください。
楽しみに

待ってるっちょ♪

五頭連峰山開き

シ
リ
ー
ズ

　
　
阿
賀
野
市
の
伝
説

「 

潟か
た

端ば
た

開
発
と
福ふ

く

音お
ん

寺じ

の
伝
説
（
笹

神
地
区
）」

　
飯
山
新
と
藤
屋
の
境
に
、
福
音
寺

と
い
う
お
寺
が
あ
り
ま
す
。

　
こ
の
お
寺
は
、
福
島
潟
の
開
発
で

苦
し
め
ら
れ
た
主
を
供
養
す
る
た
め

に
建
立
さ
れ
た
と
い
う
言
い
伝
え
が

あ
り
ま
す
。

■ 

福
島
潟
の
潟
端
開
発

　
17
世
紀
半
ば
の
福
島
潟
は
、
現
在

の
神
山
駅
北
西
部
付
近
ま
で
あ
る
大

き
な
潟
で
し
た
。

　
周
辺
に
は
阿
賀
野
川
な
ど
大
き
な

川
が
た
く
さ
ん
流
れ
て
い
て
、
春
先
の

雪
解
け
水
や
梅
雨
の
長
雨
で
川
が
増

水
し
、洪
水
が
頻
繁
に
起
こ
り
ま
し
た
。

そ
の
た
め
、
池
や
沼
が
あ
ち
こ
ち
に

で
き
て
い
て
、
農
作
物
を
栽
培
し
て

収
穫
す
る
の
が
難
し
い
土
地
で
し
た
。

　
当
時
、
福
島
潟
周
辺
を
領
地
と
し

て
い
た
新
発
田
藩
は
、
藩
の
収
入
と

な
る
米
の
収
穫
量
を
増
や
す
た
め
、

池
や
沼
の
排
水
工
事
を
盛
ん
に
行
っ

て
い
ま
し
た
。

　
享
保
15
（
１
７
３
０
）
年
、
新
発

田
藩
は
幕
府
の
許
可
を
得
て
、
松
ヶ

崎
放
水
路
の
開
削
工
事
を
竣

し
ゅ
ん

工こ
う

し
ま

す
が
、
翌
年
の
雪
解
け
水
で
堰
が
壊

さ
れ
放
水
路
は
阿
賀
野
川
の
本
流
に

な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。こ
の
た
め
、

福
島
潟
の
水
位
が
下
が
り
、
そ
れ
ま

で
池
や
沼
に
な
っ
て
い
た
場
所
が
干

上
が
っ
て
、
多
く
の
新
田
集
落
が
で

き
ま
し
た
。

　
寛
保
2
（
１
７
４
２
）
年
、
頸
城

郡
鉢は

っ

崎さ
き

村
（
現
在
の
柏
崎
市
）
の
山

本
丈じ

ょ

う

え

も

ん

右
衛
門
と
い
う
人
が
、
幕
府
に

福
島
潟
周
辺
の
潟
端
開
発
事
業
を
願

い
出
て
い
ま
し
た
が
、
こ
の
時
は
許

可
さ
れ
ま
せ
ん
で
し
た
。

　
宝
暦
5
（
１
７
５
５
）
年
に
よ
う

や
く
幕
府
か
ら
許
可
が
出
て
潟
端
開

発
事
業
に
着
手
す
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。
当
時
は
現
在
の
よ
う
な
土
木

技
術
は
な
く
、莫
大
な
資
金
や
労
力
、

時
間
を
要
し
ま
し
た
。

■ 

福
島
潟
の
主
「
お
福
」

　
丈
右
衛
門
は
大
勢
の
人
を
雇
い
、

潟
の
周
り
に
堤
防
を
造
り
ま
し
た
。

　
し
か
し
、
洪
水
が
起
こ
る
た
び
に

堤
防
が
崩
れ
頭
を
悩
ま
せ
ま
し
た

が
、
そ
れ
に
屈
せ
ず
堤
防
を
築
き
直

し
ま
し
た
。

　
あ
る
年
、
今
度
こ
そ
ど
ん
な
洪
水

に
も
崩
れ
な
い
堤
防
を
築
こ
う
と
、

太
い
杭
を
打
ち
込
み
、
土
留
め
を
し

て
補
強
し
ま
し
た
。

　
梅
雨
の
時
期
に
入
る
と
長
雨
が
続

き
、
川
が
増
水
し
て
福
島
潟
は
水
か

さ
を
増
し
ま
し
た
。
丈
右
衛
門
は
今

に
も
堤
防
が
崩
れ
る
の
で
は
な
い
か

と
心
配
に
な
り
、
巡
回
し
な
が
ら
、

崩
れ
そ
う
な
所
に
は
大
き
な
杭
を
打

ち
込
ま
せ
て
懸
命
に
崩
れ
る
の
を
防

ぎ
ま
し
た
。

　
い
つ
も
の
よ
う
に
丈
右
衛
門
は
、

雨
の
中
を
巡
回
し
て
い
ま
し
た
が
、

夕
方
に
な
っ
た
の
で
飯
山
新
に
あ
る

仮
住
ま
い
に
帰
ろ
う
と
し
ま
し
た
。

　
す
る
と
、
目
の
前
に
雨
に
濡
れ
た

一
人
の
女
が
現
れ
、
丈
右
衛
門
に
向

か
っ
て
こ
う
言
い
ま
し
た
。「
私
は

お
福
と
申
し
ま
す
。
こ
の
潟
の
主

で
、
普
段
は
大
蛇
の
姿
を
し
て
お
り

ま
す
。
ど
う
し
て
も
お
願
い
し
た
い

こ
と
が
あ
っ
て
、
こ
う
し
て
姿
を
変

え
て
参
り
ま
し
た
」。
丈
右
衛
門
は

驚
い
て
逃
げ
出
そ
う
と
し
ま
す
が
、

お
福
は
離
れ
よ
う
と
せ
ず
に
話
し
続

け
ま
す
。「
こ
の
ご
ろ
、
私
の
体
に

大
き
な
杭
が
た
く
さ
ん
打
ち
込
ま
れ

て
、
と
て
も
苦
し
ん
で
い
ま
す
。
ど

う
か
杭
を
引
き
抜
い
て
私
を
助
け
て

く
だ
さ
い
」
と
、
お
福
は
必
死
に
訴

え
ま
し
た
。

　
丈
右
衛
門
は
お
福
を
気
の
毒
に
思

い
ま
し
た
が
、
水
か
さ
が
増
し
て
く

る
福
島
潟
を
見
て
、
今
、
お
福
の
願

い
を
聞
き
入
れ
た
ら
、
田
ん
ぼ
が
水

に
押
し
流
さ
れ
、
こ
れ
ま
で
の
村
人

た
ち
の
苦
労
が
水
の
泡
に
な
る
と
思

い
、
お
福
の
願
い
を
聞
き
入
れ
る
こ

と
は
で
き
ず
に
、
お
福
を
見
捨
て
て

仮
住
ま
い
に
帰
っ
て
し
ま
い
ま
し

た
。

　
そ
の
後
梅
雨
が
明
け
、
田
ん
ぼ
の

稲
は
成
育
し
、
秋
に
は
米
が
収
穫
で

き
ま
し
た
。
そ
れ
を
見
届
け
た
丈
右

衛
門
は
、
福
島
潟
の
主
で
あ
る
お
福

の
た
め
に
お
寺
を
建
立
し
、
そ
の
冥

福
を
祈
っ
た
と
伝
え
ら
れ
て
い
ま

す
。

　
福
島
潟
周
辺
の
潟
端
開
発
事
業

は
、
計
画
の
6
割
か
ら
7
割
程
度
ま

で
進
み
ま
し
た
が
、
工
事
費
の
調
達

が
で
き
な
く
な
り
、
完
成
の
目
途
が

立
た
な
い
ま
ま
、
丈
右
衛
門
は
明
和

7（
１
７
７
０
）年
に
病
死
し
ま
し
た
。

　
寛
政
2
（
１
７
９
０
）
年
か
ら
再

び
開
発
事
業
が
始
ま
り
、
何
度
か
開

発
事
業
を
行
っ
て
、
現
在
の
福
島
潟

に
な
り
ま
し
た
。

《
参
考
文
献
》
笹
神
風
土
記
・
笹
神

村
史
ほ
か

福音寺本堂

延寿庵（新潟市北区）にある
山本丈右衛門供養塔

山本丈右衛門や村人の先祖を祭
神とした開潟神社（新潟市北区）

阿賀野市成人式

図書館キッズウィーク 万代アースフェスタ



33 平成 29 年 6 月号 32平成 29 年 6 月号

【材料】（4人分）

ホウレンソウ……………………120g

モヤシ……………………………120g

かに風味かまぼこ…………14g（2本）

のり……………………………1／ 2枚

しょうゆ………………………小さじ 2

酢………………………………小さじ 1

ごま油………………………小さじ 1.5

砂糖………………………小さじ 1／ 2

こしょう…………………………少々

★ 5月号の正解は次のとおりです★ ☆応募の方法など☆

★ 5月号の当選者
・坂爪真菜さん　・P.N かーちゃんさん
・P.N くぅさん 　・P.N のんちゃんさん
・P.N あいのすけさん　・P.N とけいさん
・P.N 瑠奈ティンのばあばあさん　・P.N しろさん
・P.N マコちゃんさん　・ P.N まんじゅうさん

《応募総数 22 通　22 通正解》

ありがとうございました。

　上の 2つの写真で、5か所だけ違う所があります。

クイズの答えと広報紙への感想や意見を書いて、郵

便番号・住所・氏名・年齢・電話番号を記入し、は

がきか電子メール、ＦＡＸで 6月 16 日（金）必着

で応募してください。電子メールの場合は、件名を

「広報クイズ」としてください。ペンネームや匿名で

の掲載を希望する人は、その旨をお書きください（氏

名も必ず書いてください）。正解者の中から抽選で

10 人にごずっちょグッズをプレゼントします。

送付先：〒 959-2092　阿賀野市役所 広報あがの 行

電子メール：shiminkyodo@city.agano.niigata.jp

ＦＡＸ：62-0281

　 

広
報
あ
が
の 

行

阿
賀
野
市
役
所

9 5 9 2 0 9 2クイズの答え
切り抜いて貼り付け

ると簡単です。ホー

ムページにも応募用

紙があります。

郵便番号・住所

氏名・年齢・電話番号

今月号の感想などを

お書きください。

　間違いの所をペンで囲み、携帯電話やスマートフォ

ンで写真に撮り、必要事項を入力してメールで応募し

ても OKです。感想・意見を忘れずに !

紙面

　5月 4日に行われた成人式の受け付けでは、友人との久しぶりの再会に笑顔がこぼれ、手を取り

合う光景が多く見受けられました。　※左側が実際の写真です。

★今月のプレゼント★

わくわくクッキング♪わくわくクッキング♪
ホウレンソウとのりのあえ物

【作り方】

① ホウレンソウは色よくゆで、2㎝の長さ

に切る。モヤシもゆでる。

② かに風味かまぼこは細かく割く。のり

は細かく手でちぎる。

③  A を混ぜ合わせ調味料を作る。

④ ボウルにホウレンソウ、モヤシ、かに

風味かまぼこを入れ、③の調味料であ

える。最後にのりを加え、さっとあえる。

あなたに挑戦

「写真クイズ」

クックパッド　阿賀野市 検索

手軽に作れる野菜の料理です。もう一品欲しいというときに

おすすめです。

A

ごずっちょシール＆
タオル

分
譲
地
の
住
民
の
み
で
新
市
野
山
設
立

　
新
市
野
山
は
、
市
役
所
か
ら
国
道
49

号
を
阿
賀
町
方
面
に
進
み
、
1
・
7
㎞
ほ

ど
先
に
あ
る
サ
ム
ズ
ウ
オ
ロ
ク
水
原
店

の
裏
側
（
西
側
）
に
形
成
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
平
成
7
年
ご
ろ
と
平
成
14
年
ご
ろ
の

2
回
の
分
譲
で
現
自
治
会
の
範
囲
が
形

成
。
市
内
外
か
ら
新
た
に
移
り
住
ん
だ

人
の
み
で
構
成
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
当
初
は
隣
接
す
る
市
野
山
に
加
入
し

て
い
ま
し
た
が
、
新
た
な
住
民
の
行
事
へ

の
参
加
が
少
な
く
、
昔
か
ら
の
住
民
と

接
す
る
機
会
が
あ
ま
り
あ
り
ま
せ
ん
で

し
た
。
15
世
帯
ほ
ど
に
な
っ
た
時
点
で

自
治
会
を
つ
く
ろ
う
と
の
機
運
が
高
ま

り
、
市
野
山
の
総
会
に
諮
っ
た
上
で
平

成
9
年
4
月
に
設
立
。
名
前
に
は
、
小

字
名
の
「
大
坪
」
や
「
サ
ム
ズ
裏
」「
西

市
野
山
」
な
ど
が
候
補
に
挙
が
り
ま
し

た
が
、「
新
市
野
山
」
に
決
定
し
ま
し
た
。

　
後
に
北
側
に
分
譲
さ
れ
た
シ
ン
フ
ォ

ニ
ー
市
野
山
も
以
前
は
同
じ
自
治
会
で

し
た
。
範
囲
が
南
北
に
長
く
、
配
り
物
が

大
変
な
こ
と
や
顔
の
見
え
る
関
係
が
築

き
に
く
い
こ
と
な
ど
か
ら
、
話
し
合
い

の
末
、平
成
26
年
6
月
に
分
離
し
ま
し
た
。

南

西

北

東

新市野山

　
新
市
野
山
で
は
全
世
帯
が
役
割
を
順

番
に
担
い
ま
す
。自
治
会
長
と
会
計
は
、

最
初
に
務
め
た
世
帯
を
基
準
に
、
毎
年

隣
の
世
帯
が
引
き
継
ぎ
ま
す
。
ご
み
集

積
所
の
掃
除
当
番
も
、
隣
の
世
帯
に
札

を
回
し
て
交
代
で
管
理
し
て
い
ま
す
。

ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大
会
出
場
で
一
致
団
結

　
ナ
イ
タ
ー
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大
会
に
は
、

住
民
の
相
互
交
流
や
運
動
の
機
会
と
し

て
水
原
町
時
代
か
ら
「
Ｎ
Ｅ
Ｗ
市
野
山
」

の
チ
ー
ム
名
で
出
場
。
大
会
の
2
、
3
週

間
前
か
ら
土
曜
・
日
曜
の
夕
方
に
1
時
間

程
度
練
習
し
て
い
ま
す
。
最
初
の
練
習
日

に
行
う
決
起
集
会
と
毎
試
合
後
の
反
省

会
は
欠
か
さ
ず
実
施
。
自
分
の
飲
み
物
と

つ
ま
み
を
1
品
持
参
す
る
の
が
決
ま
り
事

で
、
各
家
庭
か
ら
手
料
理
が
集
ま
り
ま
す
。

　
平
成
21
年
度
の
大
会
で
は
念
願
の
決

勝
に
進
出
し
、
若
葉
町
と
対
戦
。
最
終
回

に
逆
転
負
け
を
喫
し
ま
し
た
が
、
選
手
・

応
援
団
の
表
情
は
晴
れ
や
か
で
し
た
。
雪

辱
を
期
し
た
翌
年
度
の
大
会
で
は
初
戦

で
若
葉
町
に
勝
利
。今
度
こ
そ
は
と
思
っ

た
も
の
の
2
回
戦
で
敗
れ
、
夢
が
叶
い

ま
せ
ん
で
し
た
。
準
優
勝
3
回
、
3
位
の

実
績
も
あ
り
ま
す
が
、
未
だ
優
勝
で
き

な
い
と
い
う
ジ
ン
ク
ス
が
あ
り
ま
す
。

　
試
合
の
予
定
・
結
果
や
反
省
会
等
の

連
絡
は
、ご
み
集
積
所
に
掲
示
し
て
周
知
。

選
手
の
み
な
ら
ず
応
援
に
も
多
く
の
住

民
が
駆
け
付
け
る
、
ま
と
ま
り
の
あ
る

自
治
会
で
す
。
大
会
に
は
「
子
ど
も
た
ち

と
一
緒
に
試
合
が
で
き
る
ま
で
続
け
よ

う
」を
合
言
葉
に
参
加
し
て
き
ま
し
た
が
、

ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
を
き
っ
か
け
に
野
球
を

始
め
た
子
ど
も
が
い
て
、
今
で
は
そ
の

子
ど
も
た
ち
も
大
会
に
参
加
し
始
め
る

な
ど
、
そ
の
願
い
が
叶
い
つ
つ
あ
り
ま
す
。

（
取
材
協
力
＝
阪
内
敏
夫
さ
ん
ほ
か
5
人
）

■世帯数 26
■人　口 76

（5月 1日現在）

市役所から市営バス神山線、
江端線で 4分～ 17分〔市野山
（ウオロク脇）下車〕。

子
ど
も
の
成
長

　
Ｎ
Ｈ
Ｋ
朝
の
連
続
テ
レ
ビ
小
説

が
大
好
き
で
毎
日
欠
か
さ
ず
見
て

い
ま
す
。
現
在
放
送
中
の
「
ひ
よ
っ

こ
」
は
歴
史
上
の
人
物
で
は
あ
り
ま

せ
ん
が
、
昭
和
の
高
度
経
済
成
長
期

の
日
本
の
姿
が
描
か
れ
、
人
間
関
係

も
素
晴
ら
し
く
、
感
動
す
る
よ
う
な

場
面
が
多
く
あ
り
ま
し
た
の
で
、
ま

た
紹
介
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　
い
よ
い
よ
主
人
公
の
谷

田
部
み
ね
子
さ
ん
は
父
を

捜
し
に
上
京
、
向
島
電
機

に
就
職
し
ま
し
た
が
、
そ
こ

で
出
会
っ
た
舎
監
の
永
井

愛
子
さ
ん
は
実
に
良
い
で

す
ね
。
み
ね
子
さ
ん
が
失
敗

続
き
で
落
ち
込
ん
だ
時
な

ど
は
「
そ
の
う
ち
で
き
る
よ

う
に
な
る
」
と
励
ま
し
、
父

が
見
つ
か
ら
ず
ガ
ッ
カ
リ
し

た
時
な
ど
は
「
ち
ゃ
ん
と
毎

日
を
頑
張
っ
て
い
な
い
と
、

い
い
こ
と
は
や
っ
て
こ
な
い
。

神
様
が
い
る
か
ど
う
か
は
知
ら
な
い

し
、
い
た
と
し
て
も
本
当
に
み
ん
な
の

こ
と
を
平
等
に
見
て
い
る
の
か
な
あ
と

思
う
し
ね
。
で
も
、
ち
ゃ
ん
と
頑
張
っ

て
い
な
い
と
神
様
は
気
付
い
て
く
れ
な

い
。
私
は
そ
う
思
う
。
私
が
神
様
だ
っ

た
ら
、
辛
い
こ
と
が
あ
っ
て
も
頑
張
っ

て
い
る
人
に
幸
せ
を
あ
げ
た
い
な
っ
て

思
う
し
ね
」
と
優
し
く
諭
す
。
実
に

良
い
話
し
方
だ
な
と
感
心
し
ま
し
た
。

昔
か
ら
「
天
は
自
ら
助
く
る
者
を
助

く
」
や
「
天て

ん

網も
う

恢か
い

恢か
い

疎そ

に
し
て
漏
ら
さ

ず
」
な
ど
「
神
様
」
に
関
す
る
表
現
で

努
力
を
促
し
た
り
、
悪
い
こ
と
を
戒

め
る
言
葉
は
多
く
あ
り
ま
す
が
、
分

か
る
人
に
は
分
か
っ
て
も
、
人
の
心

に
は
響
き
に
く
い
よ
う
に
思
い
ま
す
。

　
昔
は
多
く
の
家
庭
に
祖
父
母
が

居
て
、
子
ど
も
の
し
つ
け
は
う
ま
い

言
い
回
し
で
諭
し
て
い
た
よ
う
に
思

い
ま
す
。
最
近
は
核
家
族
化
が
進
み
、

お
父
さ
ん
も
お
母
さ
ん
も
共
働
き

な
ど
で
忙
し
く
、
叱
る
こ

と
は
で
き
て
も
、
お
じ
い

さ
ん
や
お
ば
あ
さ
ん
の
よ

う
に
う
ま
く
諭
す
こ
と
が

難
し
く
な
っ
て
き
て
い
る

の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

子
ど
も
の
成
長
に
は
愛
子

さ
ん
の
よ
う
に
や
さ
し
く

諭
す
こ
と
も
必
要
で
す
。

　
と
こ
ろ
で
、
植
村
花
菜

さ
ん
の
「
ト
イ
レ
の
神
様
」

と
い
う
歌
を
ご
存
じ
で
す

か
。
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
と
暮
ら

し
て
い
た
時
の
こ
と
を
歌
に

し
た
も
の
で
す
。「
ト
イ
レ
掃
除
だ
け

苦
手
な
私
に
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
が
こ
う

言
っ
た 

ト
イ
レ
に
は
そ
れ
は
そ
れ
は

き
れ
い
な
女
神
様
が
い
る
ん
や
で 

だ

か
ら
毎
日
キ
レ
イ
に
し
た
ら
女
神
様

み
た
い
に
べ
っ
ぴ
ん
さ
ん
に
な
れ
る
ん

や
で 

そ
の
日
か
ら
私
は
ト
イ
レ
を
ピ

カ
ピ
カ
に
し
始
め
た 

べ
っ
ぴ
ん
さ
ん

に
絶
対
な
り
た
く
て
毎
日
磨
い
て
た
」

田
中
清
善

市民ナイターソフトボール大会準優勝（平成21年 6月）

● 

今
月
は 

新し
ん

市い
ち

野の

山や
ま 

で
す 

●
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市
内
見
て
歩
記
の
コ
ー
ナ
ー
等
で
紹
介
し
き

れ
な
か
っ
た
写
真
や
出
来
事
を
紹
介
し
ま
す
。

　「かいと」は おうちのなかや おそとで、はしりまわって あ

そぶのが だーいすき！ てんきが いいひには、よく こうえんに 

いって いっぱいあそぶんだ。おそとで あそんだかえりに、でん

しゃを みるのも すきなんだ。ふみきりの ちかくまでいって み

るでんしゃは はくりょくまんてんで、たのしいよ！

伊藤 海
か い

仁
と

くん（1歳 9か月）／嘉瀬島（パパ義昭さん・ママ美里さん）

【人の動き】 人口 43,431 人（－ 33） 男 21,005 人（－ 11） 女 22,426 人（－ 22） 世帯数 14,352（－ 3)

平成 29 年 5 月 1 日現在（　）は前月比　・出生 17 人・死亡 53 人・転入 90 人・転出 87 人

　うららの森農園の ICT 大型園芸ハウスで、

トマトの栽培が始まりました。栽培されてい

るトマトは、アンジェレ、フルティカ、華ク

インの 3 品種。約 1,500 本植えられていて、

早ければ6月中旬ごろから収穫が始まります。

　僕の名前は「ジン」。13 歳

のチワワだよ。

　こたつに入ってうたた寝

をするのが大好きなんだ。

　でも、暖かくなってこたつを

片付けられてしまったから、今は

ビーズクッションに埋もれてうた

た寝をするのにはまっているよ！

小 直人さん（福井）宅の「ジン」くん

　旧大和小学校に設置された食品乾燥研究施設

です。規格外品など廃棄される農産物や余剰農

産物を乾燥させて利用する新たなビジネスの創

出に役立てられます。15ページの「食品乾燥研

究施設が稼働します」をご覧ください。


